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は じめ に

網 走 港 か ら浜 小 清 水 ・止 別 を経 て 斜 里 漁 港 に至

る 海 岸 線 は 、比 較 的 地 形 の起 伏 が 少 な く、 海 岸 沿

い に小 清 水 原 生 花 園 に代 表 され る砂 丘 ・砂 州 が 発

達 し、 藻 琴湖 や 濤沸 湖 な どの海 跡 湖沼 が 点 在 す る。

海 岸 砂 丘 や 湖 沼 等 、 大 部 分 の 地 域 は網 走 国 定 公 園

に 指 定 さ れ 、 湖 沼 や 湿 地 、草 原 等 の 自然 環境 が 保

護 され て お り、 年 間 を通 じ、 数 多 くの鳥 類 が 観 察

され る。 こ の 地 域 を対 象 に 、 これ まで 、佐 々 木(

1990)お よ び 斎 藤(1996)に よ っ て 網 走 市 か ら

濤 沸 湖 ま で を含 む 、 網 走 地 方 の 野 鳥 が 報 告(佐 々

木:256種,斎 藤:277種)さ れ 、 濤 沸 湖 お よ び

小 清 水 原 生 花 園 の 鳥 類 は 、 小 川 ら(1975)、 日

本 野 鳥 の 会 小 清 水 支 部(1987)な ど に よ っ て 、

また 、濤釣 沼 か ら斜 里 漁 港 まで にか け ての 地域 は、

森(1979)な ど に よ っ て 紹 介 さ れ て い る 。

筆 者 は 近 年 、 こ の 広 い 範 囲 の う ち 、 主 に5地 域

を自 らの フ ィール ドと して 野鳥 観 察 を行 って きた。

す で に一 部 珍 鳥 の 記 録 な ど を報 告(川 崎,1996)

した が 、 水 鳥 の 飛 来 状 況 等 、 幾 らか の 新 知 見 を含

め 、 これ まで観 察 された 記録 を ま とめ、 報 告 す る。

な お 、 本 報 告 で は カモ メ類 の 一 部 を 除 き、 種 の

和 名 、 学 名 、 分 類 を山 階(1986)に よっ た 。

観察地および方法

観察地

筆者が観察を行ってきた地域は、網走港および

ポンモイ海岸、藻琴湖周辺、濤沸湖 ・小清水原生

花園周辺、止別海岸周辺、斜里漁港周辺の5つ に

大別で きる(図1)。 以下に、それぞれの地域の

概要を記す。

・網走港およびポンモイ海岸(網 走港周辺 と表記)

網走港は網走市東部、網走湾の西端にあり、網

走川の河口か ら帽子岩へと伸びる防波堤から始ま

り、約1km東 までの区域に広がる港湾である。港

構 内 に は 幾 つ か 防波 堤 が 伸 び 、網 走 川 河 口部 ま で

流 氷 が流 入 す る こ とは あ ま りな い 。 ポ ンモ イ 海岸

とは網 走 港 か ら鱒 浦 漁 港 まで の 間 の 岩 礁 海 岸 の 通

称 で あ り、 網 走 港 に よ り波 が 緩 衝 され 、 穏 や か な

湾 状 を呈 して い る。

今 回 は 、1994年11月 ～1996年12月 ま で の 冬 期

間(1994年11月 ～1995年3月 、1995年11月 ～1996

年3月 、1996年11,12月)の 観 察 記 録 を ま とめ 、 報

告 す る 。

・藻 琴 湖 周 辺

藻 琴 湖 は 、 濤 沸 湖 の西 方2kmに 位 置 す る海 跡 湖

で 、 湖 面 積1.12km・ 、 平 均 水 深1.7m、 最 大 水 深

5.8mの 湖 で あ る(北 海 道公 害 防 止研 究 所,1990)。

南 方 の 藻 琴 川 が 流 入 し、 流 出水 は北 側 の 砂 丘 を破

る小 さな 水 路 を経 て オ ホ ー ツ ク海 に 注 い で い る 。

こ の水 路 は冬 で も閉 塞 す る こ とは な い 。 周 囲 は標

高30-40mの 台 地 に 取 り囲 まれ 、 湖 岸 を取 り巻 く

よ うに ヨ シ原 、 草 原 、 林 が 残 され て お り、 カ モ類

な どに 良 好 な繁 殖 環 境 を 与 え て い る。

今 回 は1995年 と1996年 の 、3～8月 ま で の 問 に

観 察 され た 鳥 類 を表 に ま とめ 、 報 告 す る 。

・濤 沸 湖 お よび 小 清 水 原 生 花 園 周 辺(濤 沸 湖 周 辺

と表 記)

濤 沸 湖 は 小 清 水 町 と網 走 市 との境 界 の オ ホ ー ツ

ク 海 岸 に 位 置 し、 三 方 が10-20mの 丘 陵 地 で 、 北

側 が オ ホ ー ツ ク 海 の 砂 浜 に通 じて い る 、 湖 面 積

9.Olkm2、 平 均 水 深1.1m、 最 大 水 深2.5mの 海 跡 湖

で あ る(北 海 道 公 害 防 止 研 究 所,1990)。 流 入

河 川 は南 方 か ら浦 士 別 川 、 丸 万 川 、 そ の 他 小 河 川

で 、北 側 は浜 小 清 水 か ら北 浜 に至 る 延 長7.5km、

幅300m、 高 さ15mの 砂 丘(小 清 水 原 生 花 園)に

よ っ て堰 き止 め られ 、 流 れ は北 西 端 の 狭 い 水 路 を

経 て オ ホ ー ツ ク海 に注 い で い る。 北 岸 と丸 万 川 河

口 は牛 馬 の 放 牧 地 と な っ て お り、 南 岸 は標 高20m

前 後 の 丘 陵 地 で 、 畑 作 や 牧 草 地 で あ る。 北 浜 には
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知 床博 物 館 研 究報 告 ・第18集 ・1997

冬 期 に オ オ ハ クチ ョウ を餌 付 け して い る 「白鳥 公

園 」 が あ り、 春 ～秋 に か け て 、 公 園前 方 に小 規 模

の 干 潟 が 出 現 し、 シ ギ ・チ ドリ類 の飛 来 地 と な っ

て い る 。 白鳥 公 園 か ら約lkm東 方 に は 、湖 と水 路

に囲 ま れ た 中 島 が あ り、 この 周 辺 に も小 規 模 の 干

潟 が 出 、 ガ ン ・カモ 類 、 シギ ・チ ドリ類 が 飛 来 す

る。 平 和 橋 か ら東 の 浦 士 別 湾 は淡 水 度 が 高 く、 周

囲 を広 大 な ヨ シ原 が 囲 み 、 チ ュ ウ ヒや カモ 類 が 観

察 され る 。小 清 水 原 生 花 園 は セ ン ダ イハ ギ や ヒ オ

ウギ ア ヤ メ等 の 植 物 群 落 が 見 られ 、 ホ オ ア カや ノ

ビ タ キ 、 セ ンニ ュ ウ類 等 が 繁 殖 す る。

今 回 は 、1994年8月 ～1996年12月 ま で の 観 察 記

録 を表 に ま とめ 、 報 告 す る 。

・止 別 海 岸 周 辺

今 回 は 、止 別 川 河 口 ～JR止 別 駅 北 側 まで の オ

ホ ー ツ ク 海 沿 岸 と、 止 別 川 河 口 南 側 に広 が る牧 草

地 、 お よ び 河 口 か ら500m程 度 上 流 ま で の 止 別 川

流 域 に 、小 清 水 原 生 花 園 沿 岸 の オ ホ ー ツ ク海 を加

え た地 域 を総 称 して 止 別 海 岸 周 辺 と呼 ぶ こ と にす

る。 こ の地 域 の オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 は砂 浜 が 続 い て

お り、 海 上 に は ビ ロー ドキ ン クロ等 が観 察 され る。

背 後 に は小 清 水 原 生 花 園 とほ ぼ 同 様 の砂 丘 が 伸 び

て お り、 こ こで は ア カ モ ズ 、 ホ オ ア カ 、 ノ ビ タ キ

等 、 草 原 性 の 鳥 類 が 繁 殖 して い る。 止 別 川 河 口南

側 の 牧 草 地 は 、 春 ・秋 期 に 飛 来 す る 、 ガ ン ・ハ ク

チ ョウ類 の重 要 な採 餌 場 とな っ て い る。

今 回 は1994年8月 ～1996年12月 まで の 観 察 記 録

を表 に ま とめ 、 報 告 す る。

・斜 里 漁 港 周 辺

斜 里 漁 港 は斜 里 市 街 の北 西 に位 置 し、斜 里 川 河

口 と は堤 防 を挟 ん で 隣 接 して い る 。 斜 里 川 河 口 と

の境 界 で あ る堤 防 は 、 東 に や や 長 く伸 び 、 港 口 付

近 に連 続 す る2,3の 堤 防 との 相 乗 効 果 に よ り、 流

氷 の 流 入 が 殆 ど見 られ ず 、港 内 が 完 全 に結 氷 す る

こ と も少 な く、 冬 期 に は ス ズ ガ モ が100羽 ほ ど越

冬 す る 。 周 辺 は砂 浜 の 海 岸 で あ り、 春 ・秋 期 に は

ハ マ シギ 等 が 観 察 され る。 斜 里 川 河 口 は左 岸 ・右

岸 共 に 河 口部 か ら堤 防 が 伸 び 、狭 い 河 川 敷 に は ア

カ ザ や マ ツ ヨ イ グ サ 等 が ま ば らに 生 え、 冬 期 に は

べ ニ ヒ ワ 等 が そ の 種 子 に 群 が る 。 河 口 部 か ら約

500mほ ど上 流 に は サ ケ マ ス 捕 獲 場 が あ り、 今 回

は こ こ まで を観 察 ・報 告 の 範 囲 と した 。

今 回 は1995年11月 ～1996年6月 上 旬 、 お よ び

1996年10月 ～1997年2月 ま で の 観 察 記 録 を表 に ま

図2.藻 琴湖 における調査地点

とめ 、 報 告 す る。

な お 、 全 て の地 域 にお い て 、 ドバ トは表 か ら除

外 した 。

方 法

い ず れ の 地 域 に お い て も、 移動 に は 自動 車 を使

用 し、 各 地 域 そ れ ぞ れ をで きる 限 り隈 無 く廻 っ て

観 察 の 結 果 を野 帳 に 記 録 した 。 藻 琴 湖 に お い て は

主 にA-3地 点 に お い て 観 察 を行 い 、A-3が 結 氷 し

て い る 時 期 に はA-1で 観 察 した 。A-2はA.3へ の 移

動 の 際 に 通 過 す る地 点 で あ る(図 一2参 照)。 観

察 に は10倍 の 双 眼 鏡 と30倍 の フ ィー ル ドス コ ー

プ を使 用 し た 。 個 体 数 が 多 い種 に つ い て は10,

50,100… の 枠 で 区 切 っ て い き、 お お よそ の 個 体

数 を把 握 す る よ う努 め た 。

結 果

今 回 の 期 問(1994年8月 ～1997年2月)中 、5地

域 合 計 で201種 の 鳥 類(他 、 死 体 確 認 が1種)が

観 察 さ れ た(表 参 照)。 地 域 別 で は 、 網 走 港 お よ

び ポ ン モ イ海 岸 で は51種 、 藻 琴 湖 周 辺 で は73種 、

濤 沸 湖 ・小 清 水 原 生 花 園 周 辺 で は154種 、 止 別 海

岸 周 辺 で は112種 、 斜 里 漁 港 周 辺 で は101種(他 、

死 体 確 認1種)が 観 察 され た'(表 参 照)。

以 下 に 、今 回 観 察 さ れ た 鳥 類 中 、特 筆 す べ き も

の を挙 げ 、解 説 す る 。

・フ ル マ カ モ メ(1):筆 者 が 地 元 在 住 の 野 鳥 観

察 者 数 名 か ら聞 い た と こ ろ に よれ ば 、宇 登 呂 港 か
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ら 出航 し、 知 床 岬 まで 回 遊 す る遊 覧船 上 か らは 、

夏 期 に本 種 の大 群 が 見 られ る よ うであ る 。 しか し、

比 較 的近 距 離 で あ る に も関 わ らず 、 これ まで に小

清 水 町 の 海 上 で は本 種 の 大 群 が 観 察 され た こ とは

な か っ た。 今 回 の 調 査 で は主 にll月 ～12月 の 間、

止 別 海 岸 に お い て 毎 年 数 羽 が 観 察 さ れ た の み で あ

る 。 また 、網 走 市 の 海 上 に お い て は全 く観 察 され

な か った 。

・P曜'朋8属(2
,3):止 別 海 岸 周 辺 、 お よ び斜 里

漁 港 周 辺 にお い て は 、 ハ イ イ ロ ミズ ナ ギ ドリ とハ

シ ボ ソ ミズ ナ ギ ドリ の2種 が 観 察 され た 。 こ れ ら

は5月 初 旬 ～12月 初 旬 と長 期 間 に わ た っ て 観 察 さ

れ た が 、 個 体 数 は8月 初 旬 ～11月 下 旬 に か け て の

時 期 に 多 か っ た 。 この2種 の 野 外 識 別 は 容 易 で は

な く、 観 察 条 件 に よ っ て は 同 定 が 困 難 な場 合 もあ

っ た た め 、 無 理 な識 別 を避 け て 「P卿 加 ∫属1種 」

と記 録 す る こ と も多 か っ た 。確 実 に 「額 部 の 突 出

具 合」 、 「階 の長 さ」 、 「翼 裏 面 の パ ター ン」 等

の相 違 点(Harrison,1985)を 確 認 で き、 同 定 で

きた もの で は、 ハ シ ボ ソ ミズ ナ ギ ドリが 大 半 を 占

め た 。 しか し、 ハ イ イ ロ ミズ ナ ギ ドリ も少 な か ら

ず 観 察 され 、 これ らの こ とか らこ の 地 域 にお け る

本 属 の飛 来状 況 につ い て は 未 だ解 明 の 余 地 が あ る

もの と思 わ れ る 。 な お 、1996年5月18日 に は 斜 里

漁 港 の 沖 合 に お い て 、2万 羽 を 越 え るP軽〃 朋5属1

種 が 観 察 さ れ た が 、 この 時 も観 察 条 件 が悪 く、 種

の確 実 な同 定 は不 可 能 で あ っ た 。

・ハ イ イ ロ ウ ミ ッバ メ(4):11月 中 旬 ～12月 初

旬 に か け て 、lo～30羽 程 度 の 小 群 が 網 走 港 内 湾

に お い て 観 察 さ れ た 。

・ア ビ類(5～8):網 走 港 ～斜 里 漁 港 まで の 海 岸

で は 、 日 本 産 ア ビ類4種 全 て が 観 察 され た 。 こ れ

ら4種 は一 般 的 に本 邦 で は冬 鳥 と され る が 、 ア ビ、

オ オ ハ ム 、 シ ロ エ リ オ オ ハ ム の3種 は 夏 期 に も少

数 が 継 続 的(ア ビ は稀)に 観 察 さ れ た 。 この こ と

か ら、 オ オ ハ ム 、 シ ロ エ リ オ オハ ム の2種 は、 こ

の 地 域 の 海 上 にお い て 、少 数 が 越 夏 す る こ とが 示

唆 され る。 ハ シ ジ ロ ァ ビ は冬 鳥 と して飛 来 す るが

個 体 数 は非 常 に 少 な く、 観 察 され な い年 もあ る。

近 年 で は1995年11月16日 に 、 止 別 川 河 口 に お い

て10羽 前 後 の個 体 が 観 察 され た 。 本 種 は単 独 で 観

察 さ れ る こ とが 多 い が 、 こ の 時 は2,3羽 の 小 群 が

幾 つ か 観 察 され た。

・カ イ ッ ブ リ(9):一 般 的 に北 海 道 で は 夏 鳥(藤

巻,1986)と され る が 、1994年12月 下 旬 ～1995

年1月 初 旬 に は 、 止 別 川 下 流 部 に お い て 越 冬 して

い る3羽 が 観 察 され た。 ま た 、 佐 々木(1990) 、

斎 藤(1996)は 本種 の 移 動型 を夏 鳥 と して い るが 、

斎 藤 は2月 の 記 録 も記 載 して お り、 筆 者 も近 年 、

網 走 川 下 流 部 に お い て5羽 前 後 の 個 体 を厳 冬 期 に

観 察 して い る こ とな どか ら、 結 氷 し ない 河 川 や 湖

沼 等 に お い て は本 種 も越冬 す る事 が 示 唆 さ れ る 。

な お 、 藻 琴 湖 と濤 沸 湖 にお い て は 、1995/96年 に

繁 殖 が 確 認 され た 。

・カ ン ム リカ イ ツ ブ リ(12):小 清 水 町 の 海 上 で

は10月 下 旬 ～12月 初 旬 にか け て 、 毎 年 少 数 が 観 察

され る。 筆 者 は これ まで に小 清水 町 以 外 に お い て

本 種 を観 察 した こ とは な い が 、 知 床 半 島先 端 部 に

お い て も記 録 され て お り(中 川,1982)、 網 走 市

の 海 上 で も観 察 され て い る(斎 藤,1996)た め 、

広 くこ の 地 域 全 体 の 海 上 に飛 来 して い る もの と思

わ れ る。

・ウ 類(14
,15):ウ ミウ 、 ヒ メ ウ と も に 海 上 に

お い て 生 活 す る種 で あ る が 、1995/96年 の 夏 期 に

は ウ ミウ数 羽 が 濤 沸 湖 内(湖 口 に近 い 白 鳥 公 園 ～

丸 万 川 河 口)に お い て観 察 され た 。 ま た 、 両 種 と

も に この 地 域 で は 周 年 観 察 され る が 、 特 に ヒ メ ウ

は個 体 数 が 多 く、網 走 市 を 中心 に した 地 域 で は 、

秋 ～ 初 冬 にか け て の 時 期 に数 万 ～ 数 十 万 羽 の大 群

が 観 察 され た。 また 、 斜 里 漁 港 周 辺 にお い て は 、

ll月 下 旬 ～3月 下旬 ま で の冬 期 に は普 通 で あ る が 、

そ れ以 外 の 時 期 に は稀 で あ り、他 の 地 域 にお い て

も、 夏 期 に個 体 数 が 著 し く減 少 す る傾 向 が 見 られ

た 。 こ れ ら に加 え 、知 床 半 島 沿 岸 で観 察 され る ヒ

メ ウの 多 くは 、 千 島列 島 や 樺 太 で 繁 殖 し、 南 下 し

て き た も の で あ る と 考 え ら れ て い る(中 川,

1988)こ と、 ま た 、 知 床 半 島 沿 岸 で は繁 殖 は ま

だ 確 認 さ れ て お らず(中 川,1988)、 佐 々 木(

1990)や 斎 藤(1996)に も繁 殖 の 記 載 が な い こ

と等 か ら考 え る と、 この 地 域 に お け る ヒ メ ウの 総

体 的 な 移 動 型 は冬 型 で あ り、 一部 の 個 体 が越 夏 す

る もの と思 わ れ る 。 逆 に、 ウ ミ ウは 斜 里 漁 港 周 辺

で は4月 上 旬 ～10月 下 旬 ま で の 間 は 普 通 に観 察 さ

れ る が 、 冬 期 に は 稀 で あ っ た 。 こ れ は 、 中 川(

1988)の 「知 床 へ の ウ ミ ウの渡 来 は例 年4月 上 旬」

と一 致 し、 網 走 港 や 止 別 海 岸 にお い て も同 様 の傾

向 が 見 られ た こ と な どか ら考 え る と、 ウ ミウの 総

体 的 な移 動 型 は 夏 型 で あ る と思 わ れ る。
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・シ ラサ ギ類(17 ,18):本 報 告 で は 山 階(1986)

に従 い 、 ダ イサ ギ を シ ラサ ギ 属Egr6πoで は な く、

ア オサ ギ 属Ar4ω と した が 、 こ こで は 便 宜 上 、 ダ

イサ ギ と シ ラサ ギ 属(チ ュ ウサ ギ 、 コサ ギ 等)と

を ま とめ て 「シ ラサ ギ類 」 と して扱 う。 これ ま で

に網 走 支 庁 管 内 で は4種 の シ ラサ ギ 類(ダ イサ ギ 、

チ ュ ウ サ ギ 、 コサ ギ 、 カ ラ シ ラサ ギ)が 記 録 され

て い る(日 本 野 鳥 の 会 北 見 支 部,1996)。 筆 者

が 知 る 限 り、 藻 琴 湖 と濤 沸 湖 に お い て は カ ラ シ ラ

サ ギ を 除 く3種 が 記 録 され て お り、 中 で も ダ イ サ

ギ とチ ュ ウサ ギ は 少 数 なが ら、 毎 年 、 主 に春 期 に

観 察 さ れ る 。1996年4～5月 に は 、 藻 琴 湖(A-2地

点)で チ ュ ウ サ ギ2羽 、 濤 沸 湖 で ダイ サ ギ1羽 、 チ

ュ ウサ ギ1羽 が 観 察 され た 。 これ まで の観 察 で は 、

春 期 に飛 来 した 個 体 は 、1日 限 りか 、 長 くて も数

日間 の う ち に飛 去 す る傾 向 が見 受 け られ た。 なお 、

筆 者 が これ まで に春 期 の 濤 沸 湖 に お い て 観 察 した

ダ イ サ ギ は 、 全 て の個 体 に 「ア オ サ ギ と 同大 か 、

や や大 きい 」 、 「趾 の 裏 が 黄 緑 色 」 等 の 特 徴 が認

め られ た こ と か ら、 西 南 シベ リア 以 西 の 大 陸 で 繁

殖 し 、 日 本 に は 冬 鳥 と し て 飛 来 す る(原 島,

1991)亜 種 オ オ ダ イ サ ギ(A.01わ αα1わo)と 思 わ れ

る 。 この た め 、 濤沸 湖 は本 州 以 南 で 越 冬 した 本 亜

種 の 、 北 帰 行 の 際 の 中継 地 と して 利 用 さ れ て い る

こ と が 示 唆 さ れ る 。 斎 藤(1996)は 、 ダ イ サ ギ

の 移 動 型 を漂 行 型 に分 類 して い るが 、 こ れ は 筆 者

には 疑 問 で あ る 。

・ミサ ゴ(19):濤 沸 湖 にお い て は 、 春 ・秋 期 に

少 数 が 通 過 す る旅 鳥 で あ る 。 秋 期 に は 同 湖 の 丸 万

川 河 口周 辺 に、 数 日 ～数 週 間 滞 在 す る個 体 も見 ら

れ る。

・オ オ ワ シ(22):本 種 は冬 鳥 と して 渡来 す る(藤

巻,1986)が 、 濤 沸 湖 で は 夏 期 に も観 察 され る

こ とが あ る 。 近 年 で は1995年8月6日 に幼 鳥1羽 、

1996年8月24日 に亜 成 鳥1羽 が 観 察 され た。

・ハ イ イ ロチ ュ ウ ヒ(23):こ の 地 域 で は 、主 に

濤 沸 湖 にお い て 、秋 ～ 初 冬 に か け て 度 々観 察 され

る こ とか ら、 毎 年 、 秋 期 に少 数 が 飛 来 す る旅 鳥 で

あ る と考 え ら れ る 。1995年 の 秋 期 に は 濤 沸 湖 に

お い て 、10月15日 以 降 、 雌 あ る い は幼 鳥 と思 わ

れ る2羽 が 、 約1ヶ 月 間継 続 的 に観 察 さ れ た 。 近 年

の 濤 沸 湖 以 外 で の 記 録 は 、1994年12月27日 に 止

別 川 河 口 周 辺 に て 、 雌 成 鳥 と思 わ れ る1羽 、1996

年ll月6日 にJR浜 小 清 水 駅 近 くの 海 岸 砂 丘 に お

い て 、 雌 成 鳥 と思 わ れ る1羽 、 が あ る。

・チ ュ ウ ヒ(24):濤 沸湖 で は春 ～初 冬 にか けて 、

主 に 平 和 橋 か ら東 側 の 浦 士 別 湾 にお い て複 数 羽 が

観 察 さ れ た 。 濤 沸 湖 畔 の ヨ シ 原 で は 、 昭 和39,41

年 に 繁 殖 した と され て お り(日 本 野 鳥 の 会小 清 水

支 部,1987)、 現 在 も繁 殖 し て い る 可 能 性 が 高

い と思 わ れ る 。

・ッ ミ(25):こ の地 域 で は低 地 ～ 山 地 の 森 林 、

また冬 期 には市 街 地等 で も観 察 され る種 で あ るが 、

海 岸 部 にお い て は1996年2月17日 に網 走 港(網 走

川 河 口)に お い て 、 ドバ トの 群 を 襲 う雌 成 鳥1羽

が 観 察 され た の み で あ る 。

・コ ブ ハ ク チ ョ ウ(32):1995年5月6日 に、 濤

沸 湖 にお い て成 鳥2羽 が 観 察 され た。 この2羽 は 同

湖 北 西 端 の 白 鳥公 園 と、 南 東 端 の 浦 士 別 川河 口 と

を行 き来 し、8日 まで の3日 間継 続 的 に観 察 され た。

北 海 道 で 見 られ る もの は 、 大 沼 公 園 で 飼 育 され て

い た も のが ウ トナ イ湖 や洞 爺 湖 に分 布 し、 繁 殖 し

て い る もの と さ れ る(藤 巻,1986)が 、 濤 沸 湖

で 観 察 され た もの が こ の 系 統 で あ っ た か は不 明 で

あ る。

・コハ ク チ ョ ウ(34):玉 田(1987)に よ る と、

「濤 沸 湖 を利 用 して い る 白鳥 の 大 部 分 は オ オハ ク

チ ョウ で あ っ て 、 コハ クチ ョウ は 極 め て 少 数 羽 を

見 る に 過 ぎ な い」 と され 、 こ の飛 来 状 況 は筆 者 が

知 る 限 り1994年 ま で 続 い た 。 しか し、1995年 の

秋 期 に は 濤 沸 湖 にお い て 多 数(最 大 時ll月7日,

500羽 前 後)観 察 され 、 以 降 、 こ の 地 域 各 地 に お

い て 、 少 数 な が ら比 較 的 よ く観 察 され る よ う に な

っ た 。 濤 沸 湖 以 外 に お け る観 察 に は 、1996年2月

3日 に斜 里 川 河 口 にお い て 、 成 鳥5羽 ・幼 鳥2羽 、

1996年3月29日 に 藻 琴 湖(A-1地 点)に お い て 、

成 鳥3羽 ・幼 鳥1羽 、 等 が あ る 。1996年 の 秋 期 に

は 前 年 ほ どの 大 群 は飛 来 しな か っ た もの の 、 や は

り各 地 で数 羽 ～ 十 数 羽 単 位 の 小 群 が 観 察 され 、 本

種 の 飛 来 数 は 徐 々 に増 加 して い る か 、 も し くは安

定 期 に 向 か う傾 向 にあ る と思 わ れ る。

・ヒ シ ク イ(35):ヒ シ ク イ5亜 種

(プ『αわ01ム∫,ro・∫5'C配・∫,56rr'ro∫ ∫rム∫,ノ01ZOη・∫6η',

囲4漉 η40群 の の うち 、 日本 に 飛 来 す る の は亜 種

ヒ シ ク イ(Aη56rノ ∂わα1'556rr'ro3'r'5)と 、亜 種 オ

オ ヒシ ク イ(A≠ 加446η40痂 の の2亜 種 で あ り、

濤 沸 湖 や 能 取 湖 に飛 来 す る ヒシ ク イは 亜 種 ヒシ ク

イ で あ る(池 内,1997)と され る 。 しか し 、 濤
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沸 湖 に お い て は亜 種 オ オ ヒ シ ク イ も毎 年 、 秋 期 に

ご く少 数 が 観 察 さ れ る。1995年 は 観 察 す る 機 会

が 多 く、9月 初 旬 か ら時 折 観 察 さ れ 、10月30日 、

お よ びll月3日 に は 標 識 鳥(番 号 は確 認 で きず)

が1羽 観 察 さ れ た 。

・マ ガ ン(36):こ の地 域 にお い て普 通 に観 察 さ

れ る ガ ン類 は ヒ シ ク イで あ る が 、 本 種 も毎 年(春

/秋 と も)、 数 羽 ～ 十 数 羽 が ヒ シ ク イ群 中 に 混 在

す る 形 で 観 察 さ れ る 。

・コ ク ガ ン(37):網 走 港 内 湾
、 お よ び ポ ンモ イ

海 岸 にお い て 、 幼 鳥3羽 が1996年1月 中 旬 か ら約1

ケ 月 間 、 不 定 期 に観 察 さ れ た 。 また 、1996年4月

10～22日 に は 、 止 別 川 河 口 南 側 に広 が る 牧 草 地

にお い て 、 幼 鳥1羽 が500羽 前 後 の ヒ シ ク イ群 中 に

混在 し、 牧草 を採餌 す る姿 が観 察 され た。 本種 は、

北 海 道 東 部 に は 秋 に5000羽 程 が 飛 来 す る(呉 地,

1989)こ とが 知 られ て い るが 、 本 種 の 記 録 は 日本

野 鳥 の 会小 清 水 支部(1987)、 中 川(1988)、 佐 々

木(1990)の い ず れ に も記 載 さ れ て お ら ず 、 筆

者 自身 の 観 察 例 が 少 な い こ とか ら も、 この 地 域 に

お い て は稀 に飛 来 す る と考 え ら れ る 。

・オ シ ドリ(38):1996年2月28日 ～3月ll日 ま

で の 間 、 マ ガモ 数 百 羽 の群 中 に混 在 す る雄1羽 が 、

流 氷 の浮 か ぶ 斜 里 川 河 口 にお い て不 定 期 に観 察 さ

れ た 。 中 川(1988)に よ れ ば 、 本 種 が 知 床 半 島

に飛 来 す る の は5月 初 旬 で あ る こ と か ら、 今 回 の

観 察 は北 帰 行 の 際 の 記 録 で あ れ ば極 め て 早 い 記 録

で あ る と思 わ れ る 。

・ア メ リ カ ヒ ドリ(40):本 種 は
、 藤 巻(1986)

で は 「北 海 道 で は極 め て 稀 」 と さ れ 、 佐 々 木

(1990)も 本 種 の 個 体 数 を 「稀 」 と記 載 して い

る が 、 濤 沸 湖 に お い て は毎 年 、 春 ・秋 期 に 数 羽 ～

十 数 羽 が 観 察 され る 。 この た め 、 この 地 域 に お い

て は 毎 年 少 数 が 飛 来 す る旅 鳥 と考 え る方 が 妥 当 で

あ る と思 わ れ る。 ヒ ドリ ガモ の群 中 に混 在 して い

る場 合 が 多 い が 、単 独 で 観 察 され る 場 合 もあ る 。

な お 、 ヒ ドリ ガ モ の群 中 に は、 ヒ ドリ ガモ とア メ

リ カ ヒ ドリ、 両 種 の特 徴 を併 せ 持 つ 、 雑 種 と思 わ

れ る個 体 も多 く見 られ た 。

・ヨ シ ガ モ(41):こ の 地 域 で は春 ・秋 期 に普 通

に観 察 され 、 そ れ 以 外 の 時 期 に は個 体 数 が 著 し く

減 少 す る旅 鳥 で あ る。 しか し、 濤 沸 湖 や 藻 琴 湖 に

お い て は夏期 に も複 数羽 が 観察 され る場 合 が あ り、

佐 々 木(1990)に よ っ て 、 網 走 地 方 に お け る 繁

殖 の 可 能 性 が示 唆 され て い る 。 本 種 は知 床 半 島 の

羅 臼 湖 で は 繁 殖 して お り(中 川,1988)、 濤 沸

湖 や 藻 琴 湖 に お い て も繁 殖 す る 可 能 性 は高 い と思

わ れ る 。 厳 冬 期 に は 極 端 に個 体 数 が 減 り、近 年 で

は1996年1月 以 降 、 網 走 港 ・ポ ンモ イ 海 岸 に お い

て越 冬 す る、 雄 成 鳥 数 羽 が 観 察 され て い る の み で

あ る。

・オ カ ヨシ ガモ(42):1995/96年 の2年 連 続 で
、

藻 琴 湖(A-3地 点)に お い て 、 雌 成 鳥 の 後 に つ い

て 移 動 す る幼 鳥(巣 立 ち 後1週 間 前 後)が 観 察 さ

れ た。 同地 点 で は2,3番 いが 繁 殖 し、1番 い に つ き、

5～10羽 前 後 の 幼 鳥 を連 れ て い た 。 ま た 、 濤 沸 湖

に お い て も、 親 鳥 が 巣 立 ち後 間 も ない 幼 鳥 を 連 れ

て 移 動 して い る姿 が 毎 年 普 通 に観 察 され た 。 浦 士

別 湾 ・平 和 橋 付 近 で は 、 こ う した 移 動 が い た る と

こ ろ で観 察 され 、 少 な く と も10番 い は 繁 殖 して い

る と思 わ れ る。 な お 、 中 村(1986)は 、 「北 海

道 で は少 数 繁 殖 して お り、 濤 沸 湖 で は 近 年 増 え て

き て い る」 と して い る が 、 日本 野 鳥 の 会 小 清 水 支

部(1987)は 、 「ご く少 数 濤 沸 湖 畔 で 繁 殖 し て

い る ら し い 」 と記 載 す る に留 ま り、 佐 々 木

(1990)も 網 走 地 方 で の 繁 殖 を確 認 して い な い 。

本 種 の 雌 、 お よび 非 生 殖 羽 の雄 は 、 マ ガ モ の 雌 と

類 似 して お り、 マ ガモ と混 同 され て い る可 能性 も

否 定 で きな い もの と思 わ れ る 。1996年1月 中旬 ～

2月 中 旬 に か け て 、 主 に ポ ンモ イ 海 岸 に お い て 、

雄2羽 、 雌1羽 が 継 続 的 に観 察 さ れ た 。 斎 藤

(1996)は1,2月 の 観 察 記 録 を挙 げ て い る が 、恐

ら く、筆 者 が 観 察 した もの と 同様 で あ る と思 わ れ

る。 厳 冬 期 の こ の地 域 に お い て 、本 種 が 観 察 され

る の は稀 と思 わ れ る た め 、 詳 細 を記 した 。

・ トモ エ ガ モ(43):1997年2月23日 に
、 斜 里 川

河 口 にお い て 雌1羽 が 観 察 さ れ た 。 数 十 羽 の マ ガ

モ の 群 に混 在 してお り、 流 氷 上 で 休 む姿 も観 察 さ

れ た 。 中 川(1988)に は 本 種 が 記 載 さ れ て い な

い こ とか ら、 これ が 斜 里 ・知 床 半 島 に お け る初 記

録 で あ る と思 わ れ る。

・コ ガモ(44):日 本 に お い て 普 通 に観 察 され る

の は 、 基 亜 種 コ ガ モ(Aη05Cノ ・(i～CCαCノ・6CCO)で あ

る が 、 濤 沸 湖 で は こ れ ま で 、 春 ・秋 期 に度 々

(1996年9月21日 、 他)亜 種 ア メ リ カ コ ガ モ

(A.c.coノ・01∫η6η5'5)も 観 察 され た。

・マ ガ モ(45):藻 琴 湖(A -3地 点)で は 、

1995/96年 の2年 連 続 で 巣 立 ち直 後 の 幼 鳥 が 多 数 観

一24一



知床 博 物 館研 究 報 告 ・第18集 ・1997

察 され 、 濤 沸 湖 にお い て も同様 に幼 鳥 が 観 察 され

た 。 こ れ ら2湖 沼 で は 、 相 当 数 が 繁 殖 して い る も

の と思 わ れ る 。 この 地 域 で は 、 本 種 の 群 が 海 上 で

観 察 され る こ と も珍 し くな い が 、 特 に斜 里 漁 港 周

辺 の 海 上 で は数 百 ～数 千 羽 の 大 群 が 観 察 され る こ

とが あ り、1996年12月12日 に は1万 羽 を越 す 大 群

が 観 察 され た 。 この よ う な群 は 海 上 が 荒 れ 、 他 の

海 ガモ 類 、 ア ビ類 等 が 港 内へ 一 時 的 に避 難 す る よ

うな場 合 で も、 海上 に留 まる傾 向 が見 受 け られ た。

・カ ル ガモ(46):藻 琴 湖(A-3地 点)に お いて 、

1995/96年 の2年 連 続 で 、 巣 立 ち 直 後 の 幼 鳥 が 観 察

され た 。 同 地 点 で は 少 な く と も2番 い が 繁 殖 した

もの と思 わ れ る 。

・ク ビ ワ キ ン ク ロ(51):1994年12月18日 に 、

斜 里 川 に お い て 雄 成 鳥1羽 が 確 認 さ れ(中 川,

1995)、 以 降 、 斜 里 漁 港 周 辺 部 に は1996/97年 の

冬 期 現 在 ま で 、 同 一 個 体 と思 わ れ る も の が 毎 冬 来

し、 越 冬 し て い る 。 同 地 に お い て は1994年3月8

日 に も雄 成 鳥1羽 が 写 真 撮 影 さ れ て い る(謝 花,

1995)た め 、 同 一 個 体 が 以 前 か ら 同 地 に 飛 来 ・

越 冬 して い た こ とが 示 唆 され る 。 本 種 は ス ズ ガモ

50～100羽 とキ ン ク ロ バ ジ ロ5羽 前 後 で 構 成 され

た 群 中 に混 在 して い る場 合 が 多 い が 、 ス ズ ガ モ 、

あ る い は キ ンク ロ バ ジ ロ数 羽 と小 群 を作 り、 本 群

か ら離 れ て 行 動 して い る場 合 もあ っ た 。1996年

に は 、2月21,24両 日に そ れ ぞ れ一 度 ず つ 、 キ ン ク

ロ バ ジ ロの 雌 に対 して 求 愛 行 動(ヘ ッ ドス ロ ー ・

デ ィス プ レ イ)を 行 う姿 が 観 察 され た が 、番 い は

形 成 さ れ な か っ た。 しか し、3月 上 旬 か ら終 認 日

の5月17日 まで 、 ス ズ ガ モ の 雌1羽 と常 に行 動 を

共 に す る よ う に な っ た た め 、 こ の ス ズ ガモ 雌 と番

い を 形 成 した と思 わ れ る 。 なお 、 本 種 は1995年2

月25日 に網 走 港(網 走 川 河 口部)に お い て 、雄 成

鳥1羽 が 観 察 さ れ て い る(舟 生 憲 幸,私 信)が 、

同 日、斜 里 漁 港 周 辺 は流 氷 の 接 岸 と港 内 お よ び斜

里 川 下 流 部 の 結 氷 に よ り開 水 面 が 無 く な っ た た め

に 、斜 里 漁 港 で 越 冬 して い た 個 体 が 網 走 港 に一 時

的 に移 動 し、 そ れ が 観 察 され た もの と思 わ れ る。

斎 藤(1996)は 網 走 港(川)に お い て1月 に観 察

され た と記 載 して い る が 、 筆 者 が 知 る 限 り、 こ れ

まで の とこ ろ 、 上 記 の 記 録 以 外 に網 走 市 で の 確 実

な記 録 は な い と思 わ れ る。

・ハ ジ ロ属湾y'勿o中 間 個 体(未 表 記):1996年4

月5,6両 日、 藻 琴 湖(A-3地 点)に お い て 、 キ ン ク

ロバ ジ ロ70羽 前 後 の 群 中 に混 在 す る 、 コ ス ズ ガ モ

(A.o∬ 捌5)雄 に 酷 似 した1個 体 が 観 察 さ れ た 。

こ の個 体 は 、 「キ ン ク ロバ ジ ロ大 」 、 「嚇 が 小 さ

め 」 、 「冠 羽 が 認 め られ る」 、 「頭 部 に は紫 色 光

沢 が あ る」 、 「上 面 の縞 が ス ズ ガ モ よ りも太 い」 、

等 の 特 徴(Lewingtonら,1991、 お よびSonobeら,

1993)か ら 、 一 見 して コ ス ズ ガモ の 雄 と思 わ れ

たが 、 「冠 羽 が コ スズ ガ モ よ りもや や 長 め」 、 「噛

爪 の 形 状 が キ ン ク ロバ ジ ロ 的 」 の2点 で は コ ス ズ

ガ モ 雄 と異 な っ て い た 。 ま た 、 同 地 点 で は 同年5

月17日 に も、 コ ス ズ ガモ 雄 に類 似 した 個 体 が 観 察

さ れ た が 、 この 個 体 に つ い て も 「階 爪 の 形 状 が キ

ンク ロ バ ジ ロ的 」 とい う、 コ ス ズ ガ モ 雄 とは異 な

る特 徴 が 認 め られ た 。 さ らに 、 同年5月11日 には 、

河 口 部 か ら200m程 上 流 の斜 里 川 に お い て 、 キ ン

ク ロバ ジ ロ 約60羽 、 ス ズ ガ モ 約50羽 、 ク ビ ワ キ

ンク ロ雄1羽 か ら成 るハ ジ ロ属 の 群 中 に混 在 す る 、

コ ス ズ ガ モ 雄 と類 似 した 個 体1羽 が 観 察 され た 。

こ の個 体 は 「頭 部 に短 い 冠 羽 が あ る」 、 「上 面 の

黒 色 帯(縞)が ス ズ ガ モ よ り も明 瞭 に太 い 」 等 の

特 徴 で は コス ズ ガ モ の 雄 と類 似 して い た が 、 「頭

部 に緑 色 光 沢 が あ る」 、 「噛 爪 の形 状 が キ ンク ロ

バ ジ ロ 的」 、 「ス ズ ガ モ と ほ ぼ 同大 」 等 の 、 コ ス

ズ ガ モ雄 と一 致 しな い特 徴 が 認 め られ た 。 カ モ の

仲 間 は鳥 類 の 中 で も例 外 と言 え る ほ ど頻 繁 に交 雑

が 起 こ り、 雑 種 を生 じ、 キ ン ク ロバ ジ ロ、 ス ズ ガ

モ 、 ホ シ バ ジ ロ の組 み合 わ せ か らは コス ズ ガ モ に

似 た 雑 種 を作 り出 す(金 田,1991)こ とが 知 ら

れ て お り 、 筆 者 が 観 察 し た3個 体 は い ず れ も 、

Harrisら(1989)、 お よ び金 田(1991)に よ り、

ハ ジ ロ属 の 中 間 個 体 で あ る こ とが 示 唆 され た 。 ま

た 、 こ の3個 体 に は 「上 面 の 黒 色 帯 は ス ズ ガ モ よ

り明 瞭 に太 い」 とい う特 徴 が 見 られ た こ とか ら、

金 田(1991)に よ り、 ス ズ ガ モ と キ ン ク ロ バ ジ

ロ との 中 間個 体 で あ る可 能 性 が 高 い こ とが 示 唆 さ

れ た 。

・ク ロ ガモ 、 ビ ロ ー ドキ ン ク ロ(56,58):こ れ

ら2種 は 、 日本 で は 一 般 的 に 冬 鳥 と さ れ るが 、 斎

藤(1996)の 記 載 に あ る よ う に 、 こ の 地 域 の 海

上 で は越 夏 す る 個 体 も多 く観 察 され る 。1995/96

年 の 夏期(6～9月)、 小 清 水 町 止 別 海 岸 に お い て

は 、 両 種 と もに 数 羽 ～ 数 十 羽 の 群 が 点 在 して 見 ら

れ た が 、 個 体 数 と して は ク ロ ガ モ の 方 が や や 多 い

傾 向 が 見 られ た。
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・ア ラ ナ ミキ ン ク ロ(57):1995年2月23日 ～3

月1日 まで の7日 間 、 網 走 港(網 走 川 河 口 部)に

お い て 、 雄 成 鳥1羽 が 継 続 的 に 観 察 され た 。 同 時

期 、流 氷 が 網 走 港 周 辺 に接 岸 し、港 内 湾 の 大 部 分

も氷 結 した た め に 、周 辺 にい た海 ガ モ 類(ビ ロ ー

ドキ ン クロ 、 シ ノ リガ モ等)が 網 走 川 河 口部 に僅

か に残 っ た 開 水 面 に集 結 す る状 況 に あ り、 本 種 も

そ れ ら 海 ガ モ 類 の 群 中 に 混 在 して い る と こ ろ を発

見 さ れ た 。 本 種 は ビ ロ ー ドキ ンク ロ の小 群 と行 動

を共 に して い る 様 子 が 見 受 け られ た 。

・ミコ ア イサ(60):1995年6月19～21日 に
、 藻

琴 湖(A-3地 点)に お い て 、 雄 成 鳥1羽 が 観 察 さ

れ た。 こ の個 体 に は特 に外 傷 は見 られ ず 、 普 通 に

飛 翔 可 能 で あ っ た 。 サ ロ ベ ツ原 野 の 沼 で は 少 数 が

繁 殖 す る(藤 巻,1986)と さ れ るが 、 この 地 域

にお い て 、 本 種 が 夏 期 に観 察 され る こ とは 稀 で あ

り、 今 回 の記 録 の 前 後 に雌 や 幼 鳥 の 姿 が 観 察 され

な か っ た こ とか ら、 こ の記 録 が 繁 殖 に結 び つ く可

能 性 は低 い と思 わ れ る。

・ウ ズ ラ(63):1995年9月2日 に 、 濤 沸 湖 畔 の

草 原 に お い て1羽 が 観 察 され た 。 佐 々 木(1990)

は 網 走 地 方 へ は 夏 鳥 と して 少 数 が 飛 来 し、 繁 殖 す

る と示 して お り、 過 去 に は知 床 岬(中 川,1988)

や濤 沸 湖(小 川 ら,1975)で の記 録 が あ る もの の、

近 年 で は夏 期 の 確 実 な観 察 例 は な い もの と思 わ れ

る 。 斎 藤(1996)は 本 種 の 移 動 型 を 夏 型 と記 載

して い る が 、 観 察 は9,10月 の もの で あ り、 今 回 筆

者 が 観 察 した 個 体 につ い て も、 時 期 的 に 見 て 、 渡

り途 中 の 個 体 で あ っ た可 能 性 も否 定 で きな い もの

と思 わ れ る。

・ナ ベ ヅ ル(64):日 本 で は 鹿 児 島県 出 水 平 野 や

山 口 県 八 代 、 高 知 県 中村 市 に 飛 来 し、 こ れ らの 地

方 で は普 通 に 観 察 され る が 、 北 海 道 で は 記 録 が 少

な く、 藤 巻(1986)で は 迷 鳥 と さ れ て い る。 し

か し、1996年 の 春 期 に は 渡 島 管 内 知 内 町 な ど、

道 南 、 道 央 各 地 で 合 計50羽 ほ ど が 確 認 され た

(1996.5.2.北 海 道 新 聞)。 同 時 期 で あ る 、1996

年4月27日 に は 、 濤 沸 湖 ・丸 万 川 河 口付 近 に お い

て 、 西 か ら東 南 へ と飛 ん で 行 く5羽 の小 群 が 観 察

され て お り、 道 南 ・道 央 で観 察 され た もの の 一 部

で あ っ た可 能性 も考 え られ る 。

・ク イ ナ(65):濤 沸 湖 で は 、 白 鳥 公 園 か ら約

lkmほ ど東 に位 置 す る 中 島 に 隣接 した 小 さな ヨ シ

原 にお い て 、1995/96年 の2年 連 続 で 成 鳥 と幼 鳥 が

観 察 さ れ た 。 藻 琴 湖 で は 、1996年5月17日 に 、

A-3地 点 に お い て 成 鳥1羽 が 観 察 され 、 以 降 数 回 、

本 種 と思 わ れ る 声 が 聞 か れ た 。 これ らの事 例 か ら

同 地 点 に お い て も繁 殖 して い る 可 能 性 が 高 い と思

わ れ る。

・セ イ タ カ シ ギ(67):小 清 水 町 止 別 の ニ クル 沼

周 辺 の 湿 地 で は ほ ぼ 毎 年 見 られ 、 数 も1羽 か ら2羽

へ と増 え た(日 本 野 鳥 の 会 小 清 水 支 部,1987)

と され るが 、 近 年 は 特 に濤 沸 湖 周 辺 にお け る個 体

数 の増 加 が 著 しい 。 濤 沸 湖 で は 春 期 に観 察 され 、

1995年 に は3羽 、1996年 に は最 大 時 で10羽 が 観 察

され た 。1996年5月6～8日 に は 、 斜 里 川 河 口 に お

い て も雌1羽 が 観 察 さ れ た が 、 こ の 個 体 は 頭 部 の

模 様 等 か ら、5月5日 まで ニ ク ル 沼 周 辺 で 観 察 され

てい た もの と同 一個 体 で あ った と思 われ る 。 なお 、

1988年5月30日 に は 中 斜 里 地 区 にお い て5羽 が 記

録 さ れ て お り(中 川元,私 信)、 この 記 録 が 斜 里

町 に お け る 最 初 の記 録 で あ る と思 わ れ る 。

・ソ リ ハ シ セ イ タ カ シ ギ(68):1995年11月10

日に 、 濤 沸 湖 ・白鳥 公 園 に お い て1羽 が 発 見 さ れ

たが 、 この 個 体 は湖 の 一 部 が 凍 り始 め て も飛 び去

ろ う とはせ ず 、26日 まで の17日 問滞 在 した(川 崎,

1996)。 道 内 で は 他 に 、1994年5月28日 ～6月2日

の 苫 小 牧 市 弁 天 海 岸 にお け る1例(佐 藤,1995)

しか 記 録 され て い な い もの と思 わ れ る 。

・ハ ジ ロ コ チ ドリ(71):佐 々 木(1990)に よ

る と、1977～1989年 の 間 、 網 走 地 方 にお け る観

察 例 は一 度 の み であ るが 、1995年 以 降 は 濤沸 湖(白

鳥 公 園)に お い て 、春 ・秋 期 の渡 りの 時 期 に必 ず

観 察 され た 。 単 独 で 観 察 さ れ る 場 合 が 多 い が 、

1996年 の 秋 期 に は9月3～12日 まで の 問 、2羽 が 継

続 的 に観 察 さ れ た 。本 種 は こ れ らの こ とか ら、 こ

の地 域 で は 数 少 な い旅 鳥 と して毎 年 飛 来 す る種 で

あ る と思 わ れ る。

・コ チ ドリ(72):1995年 の 夏 期 に 、 藻 琴 湖

(A-3地 点)に お い て 、 巣 立 ち直 後 と思 わ れ る幼

鳥 が 観 察 され た 。 当 時 、A-3地 点 に は狭 い 砂 州 が

残 っ て お り、 そ こ で繁 殖 した もの と思 わ れ る。 し

か し、翌 シ ーズ ンに は この砂 州 が消 失 した た め に、

繁 殖 は お ろか 、 本 種 の 観 察 例 自体 が 激 減 した。 こ

の砂 州 消 失 はA-3で 進 め られ て い る工 事 の 影 響 と

も考 え られ る。

・カ ラ フ トア オ ア シ シギ(84):佐 々木(1990)

に よ る と、1977～1989年 の 間 、 網 走 地 方 で は1
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度 観 察 さ れ た の み で あ り、 中 川(1988)に は 記

載 され て い な い こ と等 か ら も、 本 種 は こ の 地 域 で

は ご く稀 な種 で あ る こ とが 示 唆 され る。 近 年 で は

1994年10月1日 に、 濤 沸 湖(白 鳥 公 園)に お い て

1羽 が観 察 され た 。 なお 、斎 藤(1996)は8,10月 の、

濤 沸 湖 にお け る記 録 を挙 げ て い る が 、10月 の 記 録

は 上 記 の もの と同 一 で あ る 。 貴 重 な記 録 と思 わ れ

る た め 、 今 回 、 こ こ にそ の 詳 細 を記 した 。

・オ ジ ロ トウ ネ ン(98):藤 巻(1986)で は 「極

め て稀 」 と され 、 佐 々 木(1990)も 「稀 」 と記

載 して い る が 、 筆 者 は以 前 か ら濤 沸 湖 に お い て 数

度 観 察 して お り、1995/96年 に も観 察 さ れ た 。

1996年5月 に は 同 湖 ・白 鳥 公 園 に隣 接 し た 「ドサ

ン コ花 園 牧 場 」 前 の湿 地 帯 にお い て 、8日 か ら17

日 ま で の 間 、 継 続 的 に 観 察 され 、9,10両 日に は5

羽 の 小 群 が 観 察 され た。 ま た 、 本 種 は能 取 湖 等 に

お い て も度 々観 察 され てお り、 これ らの こ とか ら、

この 地 域 に お い て は稀 な種 で は な く、 毎 年 、 少 数

が 飛 来 す る旅 鳥 で あ る と考 え られ る 。

・ア メ リ カ ウ ズ ラ シ ギ(100):佐 々木(1990)

に よ る と、 網 走 地 方 で は秋 期 に稀 に観 察 され る種

で あ る が 、1996年 秋 期 の 濤 沸 湖 で は 比 較 的 多 数

の個 体が 観察 され、10月14日 には3羽 が観 察 され た。

・ハ マ シ ギ(102):佐 々 木(1990)で は春 ・秋

期 に飛 来 す る旅 鳥 と され る が、 斎 藤(1996)が 「周

年 観 察 可 」 と記 載 して い る よ う に、 網 走 港(網 走

川 河 口)に お い て は、 毎 年 、 厳 冬 期 に も度 々小 群

が 観 察 さ れ 、 同 地 域 にお い て 越 冬 して い る こ とが

示 唆 され る。

・ トウ ゾ ク カ モ メ類(107～110):近 年
、 止 別

海 岸 に お い て 日本 産 トウ ゾ ク カ モ メ類4種 全 て が

観 察 さ れ た 。 オ オ トウ ゾ ク カ モ メ は1996年11月8

日 に、JR止 別 駅 北 側 の 海 岸 に お い て1羽 が 、 シ

ロハ ラ トウ ゾ ク カ モ メ は1995年8月2日 に 、 止 別

川 河 口 に お い て 成 鳥2羽 が 観 察 され た 。 トウ ゾ ク

カ モ メ 、 お よ び ク ロ トウ ゾ ク カ モ メ は 、8月 初 旬

～初 冬 にか けて の 時期 に、止 別 海 岸 だ けで は な く、

この 地 域 全 域 の 海 上 にお い て普 通 に 観 察 され た。

・ゾ ウ ゲ カ モ メ(lll):1996年1月21日 に 、 斜

里 漁 港 に お い て 第 一 回 冬 羽 の 個 体1羽 が 観 察 され

た(川 崎,1996)。 中 川(1988)に は本 種 の 記

載 が な く、 こ れ が 知床 半 島 に お け る 初 め て の 記 録

で あ る と思 わ れ る 。

・ホ イ グ リ ン カ モ メ(114):1995年10月8日
、

止 別 海 岸(止 別 川 河 口)に お い て 、 「足 が 黄 色 い

セ グ ロ カ モ メ」2羽 が 、 オ オ セ グ ロ カ モ メ や ウ ミ

ネ コ か ら構 成 され た80羽 ほ どの カ モ メ類 の 群 中 に

混 在 して い る と こ ろ を 観 察 され た 。 こ の2羽 は 、

「オ オ セ グ ロ カモ メ よ りや や 小 さい」 、 「上 面 の

色 は セ グ ロ カモ メ よ り も濃 く、 ウ ミネ コや オ オ セ

グ ロ カ モ メ に近 い色 」 、 「体 は細 身 で あ り、 静 止

時 に は初 列 風 切 が 尾 端 よ り長 く突 き出 、 姿 勢 は よ

り水 平 」 、 「脚 は鮮 黄 色 」 、 「噛 は細 短 い 」 「頭

部 は小 さ く、 丸 い」 等 の 特 徴 が 認 め られ た。 同 地

点 で は 、 翌1996年10月20日 に も同 様 の 特 徴 を持

つ1羽 が 観 察 され た 。 また 、1996年9月23日 に は 、

斜 里漁 港 周 辺 に おい て 「足 が 黄色 いセ グロ カモ メ」

数 羽 が 観 察 さ れ 、 そ の 中 に 同様 の特 徴 を 持 つ1羽

が 観 察 され た 。 斜 里 漁 港 周 辺 にお い て は 、 同 年10

月16～27日 まで の 間 に 、 上 記 の 特 徴 を 持 つ 個 体

が30羽 ほ ど観 察 され た 。 こ れ らは先 に挙 げ た特 徴

か ら、 ホ ウ ゲ ン ドウ ル ン ら(1996)に 記 載 さ れ

て い る 、 ホ イ グ リ ン カモ メ(ム α川∫ 舵 配9〃ηの の

一 亜 種
、'o碗yr6η5'5で あ る と思 わ れ る 。 なお 、斜

里 漁 港 に お い て は 、 ホ イ グ リ ンカ モ メ とセ グ ロ カ

モ メ(五.org6η'o∫配3v69α6)の 特 徴 を併 せ 持 つ 個 体

も他 に20羽 ほ ど観 察 され たが 、 これ ら は ホ イ グ リ

ンカ モ メ とセ グ ロ カ モ メ との 中 間個 体 で あ る可 能

性 も考 え ら れ る。 また 、Grant(lg86)、Harris

ら(1996)、 お よび ホ ウゲ ン ドウ ル ン ら(1996)

に は 、 「(典 型 的 な)如 伽y泥 η5ゴ5の虹 彩 は淡 色

で あ る」 と記 載 さ れ て い る が 、1996年 に斜 里 漁

港 に お い て 観 察 さ れ た個 体 の う ち 、 虹 彩 が 淡 色 で

あ っ た の は 一 部 で あ り、 大 部 分 の個 体 の 虹 彩 は 暗

色 で あ っ た 。 しか し、 少 な く と も本 種 の 分 布 の東

の方 で は 、 む しろ虹 彩 が 暗 色 の個 体 の 方 が ず っ と

多 い の で は な い か と思 わ れ る(森 岡 照 明,私 信)

こ とを 考 慮 に 入 れ る と、 ∫o伽yr6η5∫∫とす る 同定 に

問 題 は な い と思 わ れ る 。 本 種 は(中 間個 体 の 可 能

性 が あ る もの も含 め て)セ グ ロ カ モ メの 群 中 に混

在 し、行 動 を共 に して お り、 斜 里 漁 港 へ の 飛 来 と

飛 去 の タイ ミング はセ グ ロ カモ メ と一 致 してい た 。

今 回 の飛 来 状 況 か ら、本 種 は セ グ ロ カモ メ の群 中

に混 在 し、 渡 りの時 期 に この 地 域 を 定期 的 に通 過

して い る もの と思 わ れ る 。 なお 、 本 報 告 で は分 類

等 を山階(1986)に 従 っ たが 、 「以前 は加配8〃η∫(ホ

イ グ リ ン カモ メ の基 亜 種)と'α 伽yr例 傭 は 広 義 の

セ グ ロ カ モ メ(ム.αrg6η ∫α砺)の 亜 種 か 、 ニ シ セ
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グ ロ カ モ メ(ゐ.ル5c配5)の 亜 種 と し て扱 わ れ て き

た が 、 最 近 で は 、種 と して セ グ ロ カモ メ と もニ シ

セ グ ロ カモ メ と も異 な っ て い る と考 え ら れ 、独 立

種 ホ イ グ リ ン カ モ メ(五.加 μ8〃η')と して 扱 わ れ

て き て い る 」(ホ ウ ゲ ン ドウ ル ン ら,1996)こ

と を踏 ま え 、1α伽yr6η5∫5を 「ホ イ グ リ ン カ モ メの

一 亜種 」 と して記 載 した
。

・セ グ ロ カモ メ(115):本 種 は約10亜 種 に 分 け

られ 、 日本 に飛 来 す る 亜 種 はムo.v8go6で あ る が 、

北 米 産 亜 種L.α.5〃痂 加o加 α侃5と 思 わ れ る もの も

少 数 飛 来 す る(氏 原 ・氏 原,1992)。 亜 種

5〃～〃h50η'0朋 ∫に は 、 上 面 が 亜 種vegaeよ り明 らか

に 淡 色 で 、 シ ロ カモ メ に近 い 濃 度 で あ り、虹 彩 は

黄 白色 で 眼 瞼 は 黄 色 、 ま た は榿 黄 色 等 の特 徴 が あ

る(氏 原 ・ 氏 原,1992)。 こ の 亜 種

3用励50η'o測 ∫と思 わ れ る個 体 は 、 これ ま で に斜 里

漁港 に おい て2度(1996年2月15日,第2回 冬 羽1羽.

1997年1月9日,成 鳥 冬 羽1羽)観 察 され た。 なお 、

佐 々 木(1990)は 本 種 の 移 動 型 を 冬 型 と記 載

して い るが 、筆 者 の これ ま で の 観 察 で は 、 この 地

域 全 域 で 場 所 を 選 ば ず 、 厳 冬 期 に本 種 が 観 察 され

る こ と は稀 で あ り、 港 湾 等 で 越 冬 した場 合 に も単

独 か 、 多 くて 数 羽 で あ る。 こ の こ とか ら、 本 種 は

春 ・秋 期 の 渡 りの 時 期 に こ の 地 域 を通 過 す る 旅 鳥

で あ る と考 え られ 、 移 動 型 は 旅 型 とす る方 が 妥 当

と思 わ れ る。

・ワ シ カ モ メ(ll7):本 種 は冬 鳥 と して 飛 来 す

る種 で あ る(藤 巻,1986)が 、濤 沸湖(白 鳥公 園)

で は 近 年 、 夏 期 に も しば しば 観 察 さ れ て い る 。 筆

者 の これ ま で の 観 察 で は 、観 察 され た の は特 に外

傷 は な く、普 通 に飛 翔 可 能 な 成 鳥 夏 羽 の個 体 で あ

った 。

・ヒ メ ク ビ ワ カ モ メ(120):1995年12月3日 に、

網 走 港 に お い て 成 鳥1羽 、 第 一 回冬 羽2羽 が 観 察 さ

れ た(川 崎,1996)。 ま た 、 そ の 翌 日の12月4日

に は 、 斜 里 漁 港 に お い て 第 一 回 冬 羽3羽 が 観 察 さ

れ 、 以 降 、17日 ま で の14日 間 継 続 的 に観 察 され

た が 、 こ の 間 、 成 鳥 は3羽 前 後 、 第 一 回 冬 羽 の 個

体 は10羽 前 後 飛 来 して い た と思 わ れ る(川 崎,

1996)。 斜 里 漁 港 で は翌 シ ー ズ ンの1997年1月4

日 に も成 鳥3羽 が 観 察 さ れ た 。 い ず れ も記 録 も 、

初 認 日は強 い 北 西 の風 が 吹 く、 大 荒 れ の 天 候 状 況

で あ っ たが 、1995年 の斜 里 漁港 にお け る記 録 で は 、

天 候 が 回 復 し た後 も約2週 間 に 渡 っ て 滞 在 した た

め 、本 種 の 飛 来 は天 候 状 況 に影 響 され る 場 合 が 多

い と して も、 必 ず し も一 時 避 難 的 な もの で は な い

こ とが 示 唆 さ れ る 。 ま た 、 中 川(1987)は 本 種

の 飛 来 が 海 氷 の 存 在 と密 接 な関 係 に あ る こ と を示

唆 したが 、 今 回 のい ず れ の記 録 につ い て も、 当 日、

付 近 の 海 上 に は海 氷 が 一切 認 め られ な か っ た こ と

か ら 、 海氷 の 動 き と無 関係 に飛 来 す る 場 合 も多 い

も の と思 わ れ る 。 な お 、 本 種 は1974年 以 降 、 し

ば し ば 北 海 道 に 飛 来 し て お り(氏 原 ・氏 原,

1992)、 そ の 観 察 頻 度 か ら考 え て 、 こ の 地 域 を

含 む 、 オ ホ ー ツ ク海 沿 岸 地 域 に は毎 冬 、 少 数 が 飛

来 して い る もの と考 え られ る。 厳 冬 期 の 海 岸 を定

期 的 に観 察 す る者 が 増 え れ ば、 そ れ に伴 い 、 本 種

の 観 察 例 も増 加 す る の で は な い か と思 わ れ る 。

・ハ ジ ロ ク ロ ハ ラ ア ジ サ シ(122):1996年5月

16～18日 に 、 濤沸 湖(主 に浦 士 別 湾)に お い て 、

成 鳥 夏 羽1羽 が 観 察 さ れ た 。 同 地 点 で は、 同年9月

1,2日 に も 、 第 一 同 冬 羽 へ 換 羽 中 の もの と思 わ れ

る2羽 が 観 察 さ れ た 。 ま た 、 同 年5月23日 に は 、

斜 里 川 河 口 に お い て も第 二 回 夏 羽 の 個 体1羽 が 観

察 さ れ た 。 この 個 体 は 「頭 部 、 お よび 体 が(や や

褐 色 み を帯 び た)鈍 い 黒 色 」 、 「下 雨 覆 に 白色 斑

が 認 め られ る」 、 「初 列 風 切(特 にP3-5)の 暗 色

帯 が 、 成 鳥 羽 の 個 体 よ りも広 い」 等 の 特 徴 が 認 め

ら れ た た め 、Olsenら(1995)に 従 い 、 第 二 同夏

羽 と して 問 題 は な い と思 わ れ る。 な お 、 本 種 は春

と秋 に 、 稀 な旅 鳥 と して 飛 来 す る(藤 巻,1986)

とさ れ る が 、 濤 沸 湖 ～ 斜 里 漁 港 に か け て の 比 較 的

狭 い 範 囲 内 で1年 間 に計3度 ・4羽 が 記 録 され た こ

とか ら、 この 地 域 へ は 数 少 な い旅 鳥 と して毎 年 飛

来 して い る 可 能 性 もあ る もの と思 わ れ る 。

・ウ ミ ス ズ メ類(124～132):近 年 、 こ の 地 域

で観 察 され た ウ ミス ズ メ類 に つ い て 、 簡 単 な解 説

を す る 。 ハ シ ブ トウ ミガ ラ ス と ウ ミガ ラ ス は冬 期

に は 普 通 に観 察 され 、 各 港 湾 内 に お い て も普 通 で

あ る 。 ウ ミバ トは毎 冬 、 ご く少 数 が 観 察 さ れ る 種

で あ り、 近 年 で は1994年ll月17日 に 小 清 水 原 生

花 園 にお い て2羽 、1996年1月4日 に網 走 港 に お い

て1羽 、 同 年11月29日 にJR止 別 駅 北 側 の 海 岸 に

お い て1羽 が 観 察 さ れ た 。 ケ イマ フ リ は斜 里 町 ・

ウ トロ の 海 上 で は 夏 期 に も観 察 され たが 、網 走 市

～斜 里 漁 港 に か け て の 海 上 で は 夏 期 に観 察 され る

こ とは 稀 で あ っ た 。 冬 期 に は 各 港 湾 内 に お い て 、

普 通 に 観 察 さ れ た 。 マ ダ ラ ウ ミス ズ メは 小 清 水 町
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の 沿 岸 で は 夏 期 に も少 数 が 観 察 さ れ た 。1996年

の 夏 期 に は3度 ほ ど観 察 さ れ た が 、 い ず れ も岸 か

ら10～15mほ どの 至 近 距 離 で あ っ た 。 筆 者 は これ

ま で に も小 清 水 町 の 沿 岸 に お い て 、 夏 期 に度 々 本

種 を観 察 してい るが 、 通常 は 岸 か ら100mほ どか 、

そ れ 以 上 沖 合 に お り、 こ れ ほ どの 至 近 距 離 で 観 察

され た こ とは な か っ た。 な お 、 本 種 は秋 ～ 流 氷 接

岸 まで の 期 間 に は 斜 里 川 河 口 や 網 走 港 内 湾 にお い

て 少 数 が 観 察 され た 。 ウ ミス ズ メ は秋 ～ 流 氷 接 岸

まで の 問 、網 走 港 と止 別 海 岸 、 斜 里 川河 口 にお い

て 観 察 さ れ 、 前2地 域 で は 数 羽 ～ 十 数 羽 が 観 察 さ

れ たの み で あ っ たが 、斜 里 川 河 口 に お い て は比 較

的 多 数 が 観 察 さ れ 、11月 初 旬 に は20～40羽 の 群

が 度 々観 察 さ れ た 。 エ トロ フ ウ ミ ス ズ メ はlgg5

年12月27日 に 、 斜 里 漁 港 に お い て 比 較 的 新 しい

死 体 を1体 確 認 した 。 筆 者 は 、 こ の 地 域 で は こ れ

ま で 、確 実 に本 種 と同 定 され る個 体 を観 察 した例

は な い 。 コ ウ ミ ス ズ メ は 止 別 川 河 口 に お い て

1994年ll月20日 に1羽 、 同年12月14日 に10羽 前 後 、

斜 里 川 河 口 にお い て1997年1月14日 に1羽 が 観 察

され た 。 ウ トウ は止 別 海 岸 に お い て 、1995/96年

の2年 連 続 で 、6月 下 旬 ～10月 上 旬 にか け て の 間 、

数 十 ～百 羽 以 上 の 群 が 継 続 的 に 観 察 さ れ た 。 日本

野 鳥 の 会 小 清 水 支 部(1987)で は 、 本 種 の 移 動

型 を夏 型 と記 載 して い る た め 、 この 現 象 は 以 前 か

ら観 察 さ れ て い た も の と推 測 され る。 斜 里 川 河 口

に お い て は 、1996年10月 初 旬 に多 く観 察 さ れ 、

特 に10月9日 に は500羽 を越 す 大 群 が 観 察 さ れ た。

・ア オ バ ト(134):濤 沸 湖 で は 、1995/96年 の2

年 連 続 で 、 夏 期 に10～40羽 前 後 の 群 が 丸 万 川 河

口東 側 の 湖 岸 に 降 りて 、 湖 水 を飲 む行 動 が 観 察 さ

れ た 。本 種 が 海 水 を飲 む こ とは 一般 に広 く知 られ

て い る が 、 こ の行 動 が 同 湖 へ の 海水 の 流 入 と どの

様 に 関係 して い る の か は 不 明 で あ る 。

・カ ワセ ミ(140):藻 琴 湖(A-3地 点)に お い て、

1996年 の夏 期 に1番 い の 繁殖 が確 認 さ れ た。 ま た、

同 地 点 にお い て 観 察 され た成 鳥 の 個 体 数 か ら、 さ

ら に別 の1番 い が 繁 殖 して い た可 能 性 が 示 唆 され

た 。 同 地 点 で は1995年 の 夏 期 に も成 鳥 数 羽 が 継

続 的 に観 察 され て お り、数 年 連 続 で 繁 殖 した 可 能

性 が 高 い と思 わ れ る。しか し、同地 点 で は 現 在 、 工

事 が行 われ て お り、今 後 、 そ の影 響 が懸 念 され る。

・ッ バ メ(148):濤 沸 湖(平 和 橋 付 近)に お い

て 、1996年5月26日 に1羽 が 観 察 され た 。 佐 々木

(1990)に は 本 種 の 記 載 が な く、 中 川(1988)

か ら は知 床 半 島 で の 観 察 記 録 が 少 な い こ とが 示 唆

され るが 、 筆 者 は1995/96年 の2年 連 続 で 、 小 清 水

町 ニ ク ル 沼 にお い て本 種 を春 期 に観 察 して お り、

こ の地 域 で は 少 数 が 渡 りの 際 に通 過 、 あ る い は繁

殖 し て い る と 思 わ れ る 。 な お 、 斜 里 市 街 で は

1984年 に繁 殖 が確 認 され て い る(中 川,1988)。

・ッ メ ナ ガ セ キ レイ(149):1996年9月1日 に 、

濤 沸 湖(白 鳥 公 園)に お い て 、亜 種 キ マ ユ ツ メ ナ

ガ セ キ レ イ(ハ40'αd〃 αブzαvα∫α∫vαηα)1羽 が観 察

され た 。 時 期 的 に渡 りの 途 中 で あ った 可 能 性 が 高

い が 、 環 境 面 か ら見 て 、 濤 沸 湖 畔 にお い て繁 殖 し

て い る 可 能 性 も否 定 で き ない もの と思 わ れ る。

・オ オ モ ズ(155):1991～1993年 に は止 別 川 河

口 周 辺 に毎 冬1羽 が 飛 来 し、 越 冬 し て い た が 、 近

年 は冬 期 に観 察 され る こ とが な く、 北 帰 行 途 中 と

思 わ れ る もの が 春 期 に観 察 され るの み で あ る。 近

年 で は1996年4月18日 、 同 年5月16日 に 、 そ れ ぞ

れ1羽 が 観 察 され た 。 本 種 が サ ハ リ ンの 繁 殖 地 に

渡 来 す る の は4月 ～5月 初 め で あ る(ネ チ ャエ フ,

1996)た め 、 後 者 は渡 りに 遅 れ た 個 体 で あ る と

思 わ れ る 。 浜 頓 別 で は繁 殖 の 記 録 が あ り(藤 巻,

1986)、 佐 々 木(1990)も 網 走 地 方 で の 繁 殖 の

可 能 性 を示 唆 して い る が 、 こ の個 体 は 翌 日以 降観

察 され な か っ た。 小 清 水 原 生 花 園 には 冬 鳥 と して

稀 に飛 来 し、 多 くの場 合 は越 冬 す る が 、 近 年 は冬

期 に 観 察 さ れ る こ とが な く、春 期 に観 察 さ れ る の

み で あ る。 近 年 で は1996年4月10日 に1羽 が 観 察

され た 。 な お 、 濤 沸 湖 か らや や 南 に あ る網 走 市 ・

浦 十 別 市 街 に お い て も、1995年4月9日 に1羽 が 観

察 され た。

・コ ル リ(157):1996年5月28日 に 、 小 清 水 原

生 花 園 に お い て 、 雄1羽 が 観 察 され た 。 本 種 は 山

地 の 林 の ヤ ブ の 中 に す む(藤 巻,1986)た め 、

この 個 体 は 渡 り途 中 に通 過 した もの と思 わ れ る。

小 清 水 原 生 花 園 で は 、 同 じ時 期 に セ ン ダ イ ム シ ク

イや コ サ メ ビ タ キ等 、 通 常 は観 察 され な い 種 が 多

く記 録 され た た め 、 これ らの 鳥 類 の 渡 りの 経 路 と

な っ て い る と思 わ れ る 。

・イ ソ ヒ ヨ ド リ(159):斜 里 町 ウ トロ や 網 走 市

能 取 岬 周 辺 等 の岩 礁 地 で は普 通 に 観 察 さ れ る が 、

網 走 港 ～斜 璽 漁港 まで の 海岸 線 で は稀 な種 で あ り、

本 調 査 期 間 中 で は1996年5月13日 に斜 里 漁 港 に お

い て 、 雌1羽 が 観 察 され た の み で あ る 。
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・シ マ セ ン ニ ュ ウ(166):止 別 海 岸 に お い て は

度 々 観 察 さ れ た が 、 小 清 水 原 生 花 園 で は 、1995

年5月29日 に さ え ず り飛 翔 を 行 う1羽 が 観 察 され

た の み で あ る。 日本 野 鳥 の 会 小 清 水 支 部(1987)

に は 、 「(小 清 水)原 生 花 園 や 濤 沸 湖 畔(等)で

よ くそ の 姿 を見 る」 と記 載 さ れ て い る。 筆 者 は 本

種 の 繁 殖 時 期 に小 清 水 原 生 花 園 を含 め た草 原 地帯

で の 観 察 を頻 繁 に行 っ て い な い た め 、 観 察 で きな

か っ た と も考 え られ る が 、 過 去 に比 べ 、 飛 来 数 が

減 少 して い る可 能 性 も否 定 で き ない と思 わ れ る。

・メ ジ ロ(180):網 走 地 方 で は以 前 は稀 な 種 で

あ っ た(佐 々 木,1990)が 、 近 年 は 各 地 で 普 通

に観 察 され る よ う に な り、 急 激 に個 体 数 が 増 加 し

て い る もの と思 わ れ る 。 濤 沸 湖 周 辺 に お い て は、

主 に丸 万 川 河 口 付 近 に お い て 観 察 さ れ る こ とが 多

く、 湖 岸 や道 路 脇 の ヤ ナ ギ に 、 数 羽 ～十 数 羽 、 時

に数 十 羽 の群 で 群 が る とこ ろ を観 察 さ れ る こ と も

稀 で は な くな っ た 。

・シ ラ ガ ホ オ ジ ロ(181):斜 里 漁 港 周 辺 に お い

て 、1996年12月31日 ～1997年1月8日 ま で 、3羽 の

小 群 が 継 続 的 に観 察 され た 。

・ミヤ マ ホ オ ジ ロ(183):佐 々 木(1990)に は

本 種 の 記 載 が な く、 また 、 古 くか ら地 元 で観 察 を

行 っ て い る者 の証 言 に よれ ば 、 以 前 は 稀 な種 で あ

っ た と され るが 、近 年 は 網 走 市 内 の 林 縁 等 で越 冬

す る 、 数 羽 ～ 十 数 羽 の小 群 が 観 察 され て お り、飛

来 数 が増 加 す る傾 向 に あ る と思 わ れ る 。 この 地 域

で は 、1996年5月8日 に 、 濤 沸 湖(丸 万 川 河 口)

にお いて1羽 が観 察 された。 なお、斎 藤(1996)は 、

本 種 の移 動 型 を旅 鳥 と して い るが 、 こ の 点 につ い

て は疑 問 で あ る。.越 冬 例(個 体)が 多 い こ と を考

え る と、 冬 型 とす るの が 妥 当 と思 わ れ る。

・ツ メ ナ ガ ホ オ ジ ロ(186):網 走 地 方 で は ほ ぼ

毎 年1羽 、 あ る い は 数 羽 が 観 察 され る が 、 最 近 で

は1996年11月13日 に、小 清 水原 生 花 園 におい て1羽 、

同 年12月27日 に 、 止 別 川 河 口 南 側 の 牧 草 地 に お

い て22羽 の 群 、1997年1月3日 に 、 斜 里 漁 港 周 辺

に お い て8羽 の小 群 が 観 察 され た。 なお 、 知 床 半

島 にお い て は 、1991年12月 に ポ ンベ ツ川 河 口 に

お い て1羽 観 察 され て い る(青 木 則 幸,私 信)。

・ユ キ ホ オ ジ ロ(187):本 種 は冬 鳥 と して 飛 来

す る が 、 以 前 は百 羽 を越 え る群 で観 察 され る こ と

は稀 で あ っ た 。 しか し近 年 、 毎 年3月 下 旬 に、 網

走 市 北 浜 よ りの 濤 沸 湖 畔 にあ る デ ン トコー ン畑 に

大 群 が 集 結 す る こ とが 明 らか とな っ た 。 こ の群 は

多 い年 で3000羽 に達 す る(花 田行 博,私 信)が 、

全 国 的 に飛 来 数 が 少 な か っ た と思 わ れ る1995/96

年 の 冬 期 に は 、 最 大 時 で も700～800羽 が 観 察 さ

れ たの み で あ っ た。 こ の 群 中 に は 、 デ ン トコ ー ン

の 切 り株 に止 ま っ て さえ ず りを行 う個 体 も多 く見

られ た。

・ホ シ ム ク ド リ(197):1994年10月29日 に
、 濤

沸 湖 ・丸 万 川 河 口 付 近 に お い て 、 電 線 に 止 ま る約

30羽 ほ どの ム ク ドリ群 中 に混 在 す る1羽 が 観 察 さ

れ た 。 時 期 的 に 、 渡 り途 中 に 迷 行 した もの が 、 ム

ク ドリ群 中 に混 在 して 行 動 を 共 に して い た もの と

思 わ れ る。

・ワ タ リ ガ ラ ス(202):斜 里 漁 港 周 辺 にお い て

は 、1996年1月18日 に1羽 が 観 察 さ れ た の を初 め

と して 、 以 降 、3月3日 ま で不 定 期 に観 察 さ れ た 。

最 多 記 録 数 は2月12日 の9羽 で あ る。1997年 に は 、

1月8～13日 まで 、1羽 が 継 続 的 に観 察 され た。

お わ りに

筆 者 が 自 らの フ ィー ル ドと し、 継 続 的 な観 察 を

行 っ て き た の は 本 論 文 に 挙 げ た5地 域 が 主 な も の

で あ るが 、網 走 市 ・小 清 水 町 ・斜 里 町 に は他 に も、

知 床 国 立 公 園 を は じめ と して 優 れ た探 鳥 地 が 数 多

くあ り、 また 、 未 開 拓 の フ ィー ル ドも多 く残 っ て

い る もの と思 われ る。 筆 者 は この12年 ほ どの 間 に、

この 地 域 だ け で250種 を越 え る 種 を観 察 して い る

が 、 これ は 当 地 域 が 非 常 に恵 まれ た 自然 環 境 を有

して い る こ との 現 れ と思 わ れ る 。 しか し現 在 、 こ

の広 大 な フ ィー ル ドに対 し、 そ こで 観 察 を行 う者

の 数 は と言 え ば 、 あ ま りに も少 な い 。 詳 細 且 つ 正

確 な 鳥 類 相 の 把 握 に は 、 未 だ ほ ど遠 い の が 現 状 で

あ る と思 わ れ る 。様 々 な 機 関 ・団体 に よ る啓 蒙 活

動 が 効 果 を現 し、野 鳥 に 目 を 向 け て くれ る方 々 が

徐 々 に で も増 え て くれ れ ば 、 と願 う。 ま た、 本 報

告 が 、 古 くか ら 当地 方 で 野 鳥 観 察 を行 って きた諸

先 輩 方 に と って の発 憤 材 料 と なれ ば 、 筆 者 と して

これ ほ ど嬉 しい こ と は な い 。

最 後 に な っ た が 、 本 報 告 を発 表 す る機 会 を与 え

て 頂 き 、作 製 す る に あ た っ て ご指 導 頂 い た 、 知 床

博 物 館 の宇 仁 義 和 、 中 川元 の 両 氏 、 ま た 「ホ イ グ

リ ン カモ メ」 の 同 定 につ い て 貴 重 な ご意 見 を下 さ

っ た 森 岡照 明氏 、 な ら び に 、 本 論 文 作 製 に あ た っ

て 助 言 を下 さ っ た青 木 則 幸 氏 、 この4氏 に深 く感

謝 す る 。
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表.今 回の調査で観察された鳥類

種名 観察時期 観察地 学名

網走港周辺 藻琴湖周辺

(1994～(1995/96年
96年 の冬)の3～8月)

濤沸 湖 周 辺 止 別海 岸 周辺 斜 里 漁港 周辺

(1994.8～(1994.8～(1995.11～97.2
1996.12)1996.12):盛 夏 を除 く)

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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フルマカモメ

ハイイロミズナギ ドリ

ハシボソミズナギ ドリ

ハイイロウミツバ メ

アビ

オオハム

シロエリオオハム

ハシジロアビ

カイツブリ

ミミカイッブ リ

W

F

F

W

W

民

W

S
.
S

W

W

F

F

S

W

F

即

即

F

F

S

S

F

蹄

F

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○
.

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

F舅'配orκ∫8'αc'α"∫

P励 朋 ∫8r55θ μ5

P吻 策η翼5'8η μ'ro5∫r∫∫

Oc6α η04ro醒 α」勉rco'α

Gαv'α ∫∫θ〃α'α

(}αv'α617c"cα

Gαv'α ραcケrcα

Gαv'oα407η ∫"

Tαchンわαμ"∫rゆco〃'3

Po4'cε ρ∫α麗7枷5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

重

1

1

1

2

アカエリカイッブリ

カンムリカイツブリ

ハジロカイッブリ

ウミウ

ヒメウ

アオサギ

ダイサギ

チュウサギ

ミサゴ

トビ

W

W

W

W

民

民

民

F

民

W

W

W
S

鋭

$

鉱

鋭

民

瓦

E

亀

亀

亀

卵

即

亀

亀

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Po4'C8ρ58r'5θ8θ ηα

Po4'c8ρ5crご ∫∫α∫κ5

PO4'Cε ρ∫ η'87∫CO〃∫5

P加'αcrocoroκCα ρ'〃α'配∫

P加'αcrocorα ■ ρ8'α8'Cκ∫

Ar4θoc∫ η6rθα

Ar4θ α α'わα

E8rθ πα5所 θ肋 θ4'α

Pα〃4'0η ぬα〃α8'μ∫

〃'加5履8rα ηよ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

オジロワシ

オオワシ

ハ イイロチュウヒ

チュウヒ

ツミ

ハイタカ

オオタカ

ノスリ

コチ ョウゲ ンボウ

チゴハヤブサ

W

W

F

W

F

S

F

W

S

W

W

W

F

リ

ヲ

リ

リ

リ

リ

恥

S

F

即

W

F

F

F

W

S

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Hα"α8ε'麗3α'わ'd〃 α

Hα 〃αθ8'那3Pθ'08∫c麗5

αrcκ∫cy伽 θκ∫

ακμ∫ ∫P〃oηo'μ∫

Accψ"ε78麗1副5

Ac吻 ∫'θrη'∫麗∫

Acc'P'∫ θr88η'〃'∫

8κ'θ0わ κ'εO

Fα'COCO'κ 〃2わ07'μ∫

Fα'CO∫ 配わわμ∫ε0

-

(∠

3

4

5

3

3

3

3

3

1
0

7
'

8

Q
ノ

(
U

6
」

3

丙
」

弓
」

」
4

ハヤブサ

コブハクチ ョウ

オオハクチ ョウ

コハクチョウ

ヒシクイ

(オ オヒシクイ)

マガン

コクガン

オシ ドリ

ヒドリガモ

アメリカヒドリ

W

W

W

F

W

F

W

F

F

S

F

S

S

F

リ

リ

リ

タ

リ

リ

リ

F

馳

恥

顕

卵

F

勘

W

蹄

蹄

蹄

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Fα'coρ εr88r伽5

Cy8π μ5010r

Cy8η 麗∫cy8π κ∫

Cy8η κ5わθw'cんご'

Aη5θrj勉 わα〃∫∫8rr'ro5'r'∫

Aη3θr知 わα"∫ η2'44θη40戯f
ら

Aη∫8ro1わ 顔roη∫

87αη'αわθrη'C'α

A'x801εr∫c躍 α∫α

Aηo∫ ρθηθ'oρε

Aπα5α〃2θr5Cαηα

1

2

傷」

4

4

4

4

△
τ

5

6

丹1

8

9

0

4

4

4

4

4

5

ヨシガモ

オカヨシガモ

トモエガモ

コガモ

(ア メリカコガモ)

マガモ

カルガモ

オナガガモ

シマアジ

ハシビロガモ

ホシバ ジロ

W

W

W

W

W

リ

リ

ラ

リ

リ

F

F

W

F

F

W

F

W

S

S

F

S

S

F

F

S

F

リ

リ

ウ

ジ

ジ

リ

ジ

リ

タ

恥

卵

W

恥
F

卵

即

卵

卵

卵

卵

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Aηo∫ ル'cα'α

Aηα∫∫'rθρθrα

Aηo∫ プbr配05α

Aηα5crθCCαcrθCCα

Aηα∫cr6CCαCα ノ。0"η8η∫'∫

Aηα∫ρ'α'y所yηc乃03

Aηα∫ρ06C〃o沈yηc加

Aηα3αCμ∫α

Aπα39肥rgμ εぬ'α

Aηα∫c'yμ α'α

Ay'hyα 距r加 α

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

クビワキンクロ

キンクロバジロ

スズガモ

シノリガモ

コオリガモ

クロガモ

アラナミキ ンクロ

ビロー ドキンクロ

ホオジロガモ

ミコアイサ

W

W

W

W

W

F

F

W

F

F

W

F

W

S

S

F

W

S

S

F

S

馳

距

卵

馳

F

蹄

W

卵

蹄

蹄

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

A助yαco〃 αr'3

Aン擁yα 」侮〃8κ'α

Ayぬyα 配or〃α

H∫5'r'0η'Ci4∫12'∫∫r∫0η'Cε4∫

C1αη8κ1αhyθ醒α〃3

ル1θ'伽'πα η'8rα

〃θ'αη'伽 μr5μd〃 α'α

〃θ'αη'παノレ∫cα

B麗cεPんα'αc'αη8配'α

ル18r8μ∫α〃》8〃梶∫

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

ウ ミアイサ

カワアイサ

ウズラ

ナベヅル

クイナ

バン

セイタカシギ

ソリハ シセイタカシギ

ムナグロ

ダイゼ ン

W

W

F

W

F

F

F

S

F

S

S

S

S

リ

リ

ジ

ヲ

リ

リ

リ

馳

顕

F

卵

蹄

蹄

卵

F

即

馳

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〃θr8麗5∫θrrα'or

ル1θr8μ∫〃28780π587

C伽7ぬ ノαP岬cα

(}ノ・配∫η20ηOC1;α

Rα〃配5α9κ α'ごcπ5

Go〃 伽'αch'oroρ κ∫

伍 配αη'OPκ3痂 用αη'oρ駕3

RθC舅rvかo∫∫rααVOCθπα

P'μv'o〃340〃 πη'cα

P1配v'α〃∫ ∫9κα'αro1α
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種名 観察時期 観察地 学名

網走港周辺 藻琴湖周辺

(1994～(1995/96年
96年 の冬)の3～8月)

濤 沸 湖周 辺 止 別 海岸 周 辺 斜 里 漁港 周 辺

(1994.8～(1994.8～(1995.11～97.2

1996.12)1996.12):盛 夏を除 く)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

ハジロコチ ドリ

コチ ドリ

シロチ ドリ

メダイチ ドリ

オグロシギ

オオソリハシシギ

コシャクシギ

チュウシャクシギ

ホウロクシギ

ツルシギ

Sp,S,F

Sp,S,F

W

Sp,S,F

Sp,S,F

Sp,S,F

S

S,F

Sp,S,F

Sp,.F,W

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Chorα4ガ κ∫h∫ α∫∫c配'α

Cんα7α4r加54κ わ'μ∫

Choア α4r'κ∫o'θxα η4r'ηκ5
.C肋

rα4r'κ∫ 加oπ80'μ∫

Lj〃105α 〃〃20∫α

L肋05α'α ρρ0η'Cα

ハrκ〃1εη'κ∫ 〃2'η配'κ5

ハ1κ趨8η伽∫ ρhαω ρ配5

1V配醒8π'κ5醒04α8α ∫cαrごεπ5'∫

Tr'η8α8ry漉roρ 配∫

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

アカアシシギ

コアオアシシギ

アオアシシギ

カラフ トアオアシシギ

クサシギ

タカブシギ

ソリハシシギ

イソシギ

キアシシギ

キョウジョシギ

リ

リ

リ

リ

ジ

リ

リ

蹄

S

馳

F

蹄

馳

馳

恥

即

蹄

F

S

F

S

F

F

F

F

F

S

S

S

S

S

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Tr加8α'0'α πκ5

τr'η8α5'α8η α''"∫

τr'η8α πεわμ'αr'α

Tr∫π8α9π"@r

τ7加8αoc加0μ5

7r'η8α8'αr601α

xεηκ∫c'η εr8麗∫

Ac∫'"∫ ゐyρ0'εκCO∫

1f8'θro∫cθ'κ5わ7θ吻85

Ar8η αr'α'η'θηπ8∫

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

ア カエ リヒ レア シ シギSp,S,F

オ オジ シ ギSp,S

タ シギF

コ オバ シ ギSp,S,F

オバ シギSp,S,F

ミユ ビ シギSp,F

トウ ネ ンSp,S,F

オ ジ ロ トウ ネ ンSp,S,F

ヒバ リ シギSp,S,F

ア メ リ カウ ズ ラ シギF

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

Pんα'αroρκ∫'oわo伽 ∫

Gα〃'ηα80加 ア4w'cたf'

Gα"'ηα8084"η α80

Cα〃4r'3cα η那∫μ5

Co"4r'5'ε η翼'ro∫〃'∫

Co〃4r'∫o'わ α

Cα1'4r∫5rゆco〃 ∫5

Cα'ご4rご5'8〃1〃2'πcた"

Cα〃4r'∫5κ わ〃2'π麗α

Cα"4r'∫ 〃2θ'αηo'o∫

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

ウズラシギ

ハマシギ

サルハマ シギ

ヘラシギ

キリアイ

エリマキシギ

オオトウゾクカモメ

トウゾクカモメ

クロ トウゾクカモメ

シロハラ トウゾクカモ メ

Sp,F

Sp,S,F,W

Sp,S,F

S,F

S,F

F

F

S,F

S,F

S

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Cα〃4r'∫ αcκη2加α∫α

Cα"4r'∫ α1μπα

Cα"4r∫∫ ノ診rrκ8加εα

Eε4ryπ07.hyπcんκ∫ ρy8〃2θ配∫

L'〃2'co'α 廻c加 θ〃配3

P12〃o用αc加5ρ κ8〃ακ

Cα'んαrααα 醒αccor〃2'c丸'

5'θ7corαr'κ∫Pω ηαr'ημ∫

∫'67coror'麗∫ ραr副"c舅5

∫∫θrcor副 μ∫'0π8'Cα 〃4麗∫

lll

l12

113

114

115

116

117

118

119

120

ゾ ウゲ カ モ メ

ウ ミ不 コ

カ モ メ

ホ イ グ リ ンカモ メ

セ グ ロ カモ メ

(∫〃霊'∫h50π'αημ∫)

オオ セ グ ロカ モ メ

ワシ カモ メ

シロ カ モ メ

ユ リカ モ メ

ヒ メク ビ ワ カモ メ

W

W

W

リ

ジ

リ

F

W

W

F

W

W

F

リ

ジ

タ

ウ

リ

リ

リ

S

F

F

S

F

F

S

リ

ラ

リ

リ

ナ

リ

リ

W

即

距
F

即

W

馳

S

恥

即

W

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

Pα80ρぬ"α α'わα

Lα7κ5crα ∬か05'r'∫

Lα7麗∫Cα ημ∫

Lαrπ∫hθ 闘8"η'

Lorκ5αr8ε π'α'麗∫vε8α6

Lαr礎5αr8ε π∫α'κ55〃1"ん30π'α ηκ∫

Lα7麗∫ ∫Cん'∫'∫∫08π∫

Lαr膨58」 αμc6∫c8π∫

Lαr麗∫hyρ8rわor6麗5

Lαrκ∫r'4'わ κπ4κ5

Rぬ040∫'θ漉'αro58α

121

122

123

124

125

126

127

128

12φ

130

ミッユビカモメ

ハジロクロハラアジサシ

アジサシ

ハシブ トウミガラス

ウミガラス

ウ ミバ ト

ケイマ フリ

マダラウミスズ メ

ウ ミスズメ

エ トロフウミスズメ*

W

F

W

W

ジ

ウ

リ

リ

F

F

S

W

W

W

F

F

W

タ

リ

リ

リ

リ

リ

リ

ジ

リ

馳

距

馳

F

F

F

S

S

F

W

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

R'5∫o'r∫`ゴαc∫y'翼∫

C痂40η'α ∫'8麗cOμ8rα

∫'θ7ηα 配rμπ40

σr∫010〃1V如

σr'α αα'88

α 〃 加 ∫c・'π 〃加

α ρρ加 ∫cαrわo

Broc妙rα 配ρ加3配oη ηorα'翼∫

5yπ所'めorα ηρ枷5α 所'9襯 ∫

Aε'1παcr'∫'α'θ〃α

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

コウ ミスズメ

ウトウ

キジバ ト

アオバ ト

カッコウ

ツツドリ

コミミズク

ハリオアマツバメ

アマツバメ

カワセ ミ

F

F

F

F

リ

リ

リ

ジ

W

F

F

S

S

W

S

S

S

サ

リ

リ

リ

ジ

リ

リ

リ

リ

F

S

卵

S

馳

顕

F

蹄

卵

顕

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

Aθ'痂α ρ配∫∫〃α

Cθror12'ηcα 〃20ηoc8rα'α

∫'r8μoρε"αor'ε π'α"∫

Trθroη ∫'θわ0'4'f

C駕cκ伽∫cα ηor翻5

Cμc配'μ5∫ α'μro'翼∫

A5ごoガ α御吻εμ∫

月P'7麗η4αρ麗5cα μ4αcκ'α

Aμ ∫ μc{戸cμ ∫

A'Cθ40α π痂5

141ア リス イ Sp,S ○ ○ Jyηκ'org膨'〃 α
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川崎康弘

種名 観察時期 観察地 学名

網走港周辺 藻琴湖周辺 濤沸湖周辺

(1994～(1995/96年(1994.8～
96年 の冬)の3～8月)1996.12)

止 別 海岸 周 辺

(1994.8～
1996.12)

斜里漁港周辺

(1995.11～97.2
:盛夏を除く)

2

3

4

5

6

7

8

9

0

4

4

4

4

4

4

4

4

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

コゲラ

コアカゲラ

アカゲラ

ヤマゲラ

ヒバ リ

ショウ ドウツバノ

ツバメ

ツメナガセキ レイ

ハ クセキレイ

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

タヒバリ

ヒヨドリ

アカモズ

モズ

オオモズ

ノゴマ

コルリ

ノビタキ

イソヒヨ ドリ

クロツゲミ

Sp,S

W

Sp,S,F,W

Sp

Sp,S,F

Sp,S,F

Sp

F

Sp,S,F,W

Sp,F

Sp,S,F,W

S

Sp,S,F,W

Sp,W

Sp,S

Sp

Sp,S,F

Sp

Sp

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

P'CO'48∫ 々'Z㍑々 '

P'CO'48∫ 〃2'πor

P∫CO'4ε∫ 肱η●07

PεC配5COη 蹉5

A'ακ4α αrv8η∫'∫

Rψ αrご4rψ α7'α

E'7・麗η40rκ ∫∫'Cα

〃o∫αd〃α ノ1αyα

ルfo'αC'〃0α'わ4

Aπ漉翼5∫ μηo'εκα

Hyp∫ ψ8'ωo醒 αμro"∫

乙αη∫翼∫cr'5∫4'κ ∫

Lαη如∫ わκc8Pぬα'κ5

L4η'κ∫ εκC麗わ"or

E所 加cμ3cα 〃ゆ6

Erご疏αc麗∫cyα πθ

5ακ'CO'α'orgκ α'α

ルfoπ"CO'0∫01α7"∫

Tκ74己45Cαr4'5

アカハ ラ

ツグ ミ

ヤブサ メ

ウグイス

エゾセンニュウ

シマセ ンニュウ

マキノセ ンニュウ

コヨシキ リ

オオヨシキリ

センダイムシクイ

キビタキ

エゾビタキ

コサメ ビタキ

エナガ

ハ シブ トガラ

コガラ

ヒガラ

シジュウカラ

ゴジュウカラ

メ・ジロ

シラガホオジロ

ホオアカ

ミヤマホオジロ

アオジ

オオジュリン

ツメナガホオジロ

ユキホオジロ

カワラヒワ

マヒワ

ベニヒワ

ハギマ シコ

ベニマ シコ

シメ

ニュウナイスズメ

スズメ

コムクドリ

ホシムク ドリ

ムクドリ

カケス

ハ シボソガラス

ハ シブ トガラス

ワタリガラス

Sp,S,F

Sp,F,W

Sp,S

Sp

Sp,S

Sp,S

Sp,S

Sp,S,F

Sp,S

Sp,S

W

W

W

W

F

W

F

F

F

ウ

リ

リ

リ

リ

リ

F

S

F

W

S

S

S

ジ

リ

ジ

ジ

リ

ジ

勘

F

卵

馳

勘

馳

F

即

恥

蹄

W

F

F

F

F
,

S

S

S

W

W

S

W

W

リ

リ

リ

リ

リ

W

卵

即

馳

恥
F

F

卵

卵
F

W

W

W

W

F

F

F

F

F

S

S

S

S

S

S

W

S

リ

リ

リ

リ

リ

リ

リ

W

即

恥

恥

顕

師

F

師

F

肺
Sp,S,F,W

W

"観 察時期凡 例:Sp… 春期(4
,5月)、

*(死 体確認)

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

.
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

τκrぬ∫chry∫01α 舅∫

7麗r4κ∫ πακ〃8αηη'

Cεπ'o∫9照 〃18fcερ∫

C8〃'α4'」 帥oη8

LOCκ5∫ε〃α ノね∫C'01α'α

LOCi4∫'8"αOCぬ0'8π ∫'5

LOCκ ∫'8〃α'α πC60'α'α

Acroc8、ρ11α'麗∫ わ'∫'r'8'c6ρ∫

Acroと θρ加'κ∫or'8η ∫o"5

Phy〃0∫COμ ∫OCψ'∫0'∫ ∫

F'C84κ'α η47C'∬'ηα

〃μ∫c'cαμ8r'∫8'5"α α

〃配∫dcαρα10'かo∫ 〃'∫

A88"ぬ α'o∫cα 駕4α∫κ∫

Pα耀 ∫ ρα'π∫'r'∫

Pαrκ5〃10配 αηκ5

Pα7・κ5α'θr

Pα駕 ∫ 〃2のor

3'πα θμ70ρα8α

Zo∫∫θroρ∫ ノαρoπ'cμ∫

E〃め8r'zα'θ κcoc8ρ加'α

E彫 わεr α々 ルcα'α

E加 わ8r'zα8'88α π3

E遡 わ8r'z4∫po40c8ρ ぬα'α

石1〃め8r'Zα5Cゐ08π'C'κ ∫

Cα'cα7'κ∫'α 」Pρoη'α∫

」PJ8c'roρh8ηακ π'yo〃∫

Cαr4κ8〃∫5ゴ π'cα

Cαrぬ θ〃∫ ∫μ η㍑∫

Acαπ'ぬ'∫!1α〃罐 θα

Lε 梶CO∫ だCf807C'0α

ひro8麗5∫ め か ごcμ5

Cocco'ぬ70μ ∫'θ∫cooco'ゐrα 駕∫'8∫

Pα ∬ θア η〃"α η∫

Pα ∫∫8r〃10η'α ηκ5

∫加rη 駕∫ ρ 痂1ψ ρ8〃 ∫'∫

3'κrη κ5レ 配18αr∫∫

∫'駕rη 麗∫C'〃 ε7・αC8κ ∫

(}αrrκ'謝58'α π4αr'μ5

Corv渥5coroη θ

Corvμ5〃2αcrorhyπoゐ05

Corv㍑5CO7α κ

S… 夏 期(6～8月)、F… 秋 期(9～11月)、W… 冬 期(12～3月)."
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